
( 1 ) （野詣錫斜）第209号 あ ひさ 昭和48年 1月 10日
月 刊 （毎月沌日発行）

奨丑〈みずのとうし〉 の年 ： 
…丑（うし）歳のモウ（妄）想 ……．：
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O
4
1
4
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にち（口）にち、チユウ（中〉チユツと、日中国交iE治・｛ヒ述

！戊を一校看板に、四次防の在り方の是非を論じ、ネズミ（公？？）

にかじわれなレ列島改造論、さにあらず、公告、ネス・ミ算式列

ぬ散布ときめつけ、 福の~＼！、 4・ズ ミ のi中とり持ちで、間~Itい4~反

建設ヘモウ 0孟）進することこそ70年代の政治路線と、附J主の
総選犠が森下りとなった。ネズミ殺M後の1Eを（;f.えたというこ

とカ‘。

明けて、昭和48年の新年をむかえた。まずはおめでとうござ

います。

この48年は、丑（うし〉歳である。牛とL、う動物があてられ

ている。干支（えと）の土カ・ら詳しくは突王土（みずのとうし）

成にあたる。 この牛は、農業・近代化以前u.馬とならんで投耕に
使われ、また交通のI官iでも大~ ·fこ役立つ てくれた。食会：i'~fの.I: 

では、牛乳を与えて くれ、たま除lは食肉として、 欠かすことの

で主？ないもの、このように、普からわれわれ人類とは不可分の

間柄で、大変親しまれて来た。このような関係からか、 文字の

上でいえば、牛の部に属する文7・が 300語あまりある。Lf-備の
文字には勿論牛に関係のない言集も沢山ある。これは牛と入賞l

との深い関係からか、ケモノ全体を代炎している意味があるよ

うに思われる。

干支 （えと）は古来年をあらわしまた月をあらわし、 同もあ

らわすが、臼本では時もあらわしている。たとえば丑三つ （う

しみつ）これは夜中の二時をあらわし、子 （ね） の亥I）は今日の

夜の12時のことをL、い、時をあらわずのに用いられた。また｝J

位とも関係がある。丑'.Ji（うしとら）の}j角は北京の方位にあ
てはまる。乾（~、ぬL、）門は成亥 c~ 、ぬし、）で北西の方にある

門だからこの名綜がついた。このft~巽（たつみ）は辰巳で南朱．

の方伎を示すなど、12支は方伎を示すのにも配されている。

牛と政治の話はいろいろある。 昔諸大名が型l!~（ちかL 、ごと ）

をすると念、牛の:rtをさいてその血をすすった。称く惨い大名が
ごう然としてその場にのぞみ、弱いプゴの大名が牛の］平を執り耳

をさくのに立合ったということ・がある。叩ち尊い方、強い方の

大名が、身分のひくい、弱い方の大名を支配したことから 「牛

耳を執るJ「牛耳られた」などの言葉ができた。議会の過半数
を占める自民党に野党が牛耳られ、議事のひきのばしをはかる

野党が、 所謂 「牛歩戦術」を用いて、あたら議会Fl程を、オ！費

するなど、 主催在民の今日、国民をさーまんナるもし刈、かげんに

してほしいものである。そこで「牛携哲 （~）間早（そ う）を取・

ず」る選良がないものカ‘とcなげくは筆者だけか？ 非常に動
作ののろい牛と、 千里を走る．馬とが、 同じf;!jj過をうけるとは、

もってのほかというこで、ネ（そう）は飼料（かし、ば）を入れ

る揃のことをL、う。

話は政治の方へいったが、牛の願は、 1,i;.：.むしてたべられる野

山の草が青々としげる公害のない列島改造に全力投球してもら

わねば、 安心してのんでいただくミルクも、肉も供給できませ

ぬ。人間どもの毛ウ省をうながし、まずは新年のごあいさつま

で。

編集委員長九車道 ヘ）：



(2) 
昭和 48 ~ 1月 10日
月 刊〈毎月10日発行）

i初

日

中町

川 長

薙

ひ 、

昭
和
四
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

町
民
の
皆
織

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
住
・
は

一
九
七
三
年
で
あ
り
ま
す
が
、

三
年
前
に
は

「
七
十
年
代
」

と
い
う
言
葉

で
、
私
達
は
い
ろ
い
ろ
な
不
安
や
期
待
を

こ
め
な
が
ら、

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を

予
感
し
た
も
の
で
し
た
。
は
た
せ
る
か

な
、
国
の
内
外
を
間
わ
ず
社
会
的
に
も
経

済
的
に
も
、

非
常
に
早
い
ピ
7

チ
で
激
し

く
動
き
、
何
年
ど
こ
ろ
か
何
十
年
に
一
回

も
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
大
変
な

出
来
事
が
、

あ
っ
と
い

・フ
期
間
の
う
ち

に
、
例
を
あ
げ
き
れ
な
い
ほ
ど
数
多
く
お

こ
り
ま
し
た
。
公
容
や
交
通
市
中
放
や
物
倒

高
な
ど
身
近
か
に
す
ぐ
わ
か
る
山
岨
ゃ
、

平
凡
な
日
常
生
活
で
は
気
の
つ
か
な
い
間

際
的
な
流
れ
が、

姿
を
か
え
て
、
い
き
な

り
怠
達
の
生
活
に
作
用
を
及
ぼ
し
て
く
る

と
い
う
よ
う
に
、
ま
こ
と
に
複
雑
多
機
な

世
の
中
に
な
っ
て
き
ま
し
た
3

私
述
も
こ

の
粋
の
外
に
出
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
ま
せ

ん
。小
職
が
就
任
の
御
挨
拶
に
申
し
述
べ
ま

し
た
よ
う
に
「
生
活
環
抽慢
の
盤
備
」
「
教

育
条
件
の
艶
備
」

「
産
業
基
盤
の
聾
備
」

を
柱
と
し
て
、
町
．
つ
く
り
の
た
め
に
そ
れ

さあ第209号（昭和問8月8日）
第3種郵便物語、可

ぞ
れ
の
分
野
で
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
全
面
的
に
派
手
な
成
果
を
挙
げ
た

と
自
讃
す
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
が
、
福
州伎
や
活
路
な
ど
地
味
な
が
ら
も

い
さ
さ
か
の
前
進
を
し
て
き
た
も
の
と
存

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
皆

同
悼
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
信
じ
、
深
く

感
謝
申
し
あ
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
内
凶
の
発
見
と
と
も
に
、
こ
の
新
し

い
年
は
社
会
福
靴
、
経
済
安
定
や
社
会
資

本
の
光
突
な
ど
が
国
内
の
重
姿
議
姐
と
な

っ
て
お
り
ま
す
ο
小
職
と
し
て
は
、
さ
き

の
三
本
柱
を
特
に
組
み
か
え
る
必
要
は
な

い
と
患
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
社
会
情
勢
の

逃
展
に
応
じ
て
行
政
迎
営
の
効
率
を
日

め
、
足
ら
ざ
る
点
は
こ
れ
を
捕
な
い
、
強

め
る
べ
さ
こ
と
は
積
極
的
に
精
強
し
て
皆

様
の
付
託
に
応
え
る
よ
う
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
昨
秋
．
再
度
の
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
大
主
な
損
害
を
生
じ
ま
し
た
。

災
害
と
そ
の
彼
出
と
は
、
ま
こ
と
に
後
向

舎
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
で
あ
っ
て
、
飛
躍

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
期
に
と
っ
て
は
大

き
な
重
何
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち

は
こ
れ
を
す
み
や
か
に
克
服
し
て
、
災
い

を
転
じ
て
稿
と
な
す
よ
う
間
服
を
排
し
て

ゆ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
は
、
北
陸
－M
動
部
道
路
と
か
小
川

総
合
開
発
〆
ム
の
抑
制
却な
ど
、
町
に
と
っ

て
基
本
的
に
な
る
よ
う
な
大
き
い
公
共
事

業
が
現
実
の
問
題
と
し
て
前
面
に
出
て
く

る
大
切
な
年
で
あ
り
ま
す
。
将
来
を
し
っ

か
り
見
つ
め
な
が
ら
、
治
実
に
前
進
を
は

か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
わ
り
に
あ
た
り
、
本
年
も
よ
り
よ
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
比
白
蟻
の
御
健
勝
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
今
後
と

も
旅
段
の
御
指
却
ご
協
力
、
御
鞭
縫
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
由
申
し
あ
げ
て
年
頭

の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

臨藷麗謹趨
朝
日
町
議
会
議
長

酒

井

栄

町
民
の
皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ζ

ざ
い
ま
す
。

待
望
の
沖
縄
県
を
迎
え
昭
和
四
十
八
年

の
一元
旦
に
あ
た
り
、
議
会
を
代
表
し
謹
ん

で
町
民
各
位
の
御
繁
栄
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
連
合
み
却
の
悲
惨
な
事
件
で
多

く
の
い
た
ま
し
い
犠
性
老
を
出
し
、
ま
こ

と
に
な
げ
か
わ
し
い
出
足
に
は
じ
ま
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
沖
縄
県

が

本

土

に品川

り
、
中

nの
国
交
が
回
復
さ
れ
る
な
ど
、

歴
史
的
な
い
く
つ
か
の
艶
聞
が
突
破
さ

れ
、
都
か
し
い
ま
く
聞
け
の
新
年
を
迎
え

得
ま
し
た
こ
と
は
、
－
」
れ
ひ
と
え
に
ゆ
H

彼

方
の
主
械
の
あ
ら
わ
れ
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
し
て
御
同
肢
に
棋
え
ま
せ
ん
。

町
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
各
位
の
深

い
御
慰
解
・
と
な
み
な
み
な
ら
ぬ
こ
協
力
に

依
り
ま
し
て
、
川
高
等
学
校
体
育
舘
の
先

成
、
朝
白
町
勤
労
行
少
年
λ

ポ
l
y

セ
ン

タ
ー
並
に
、
福
祉
会
館
の
峻
功
、
国
鉄
川

駅
舎
の
新
築
、
新
川
広
竣
聞
東
部
じ
ん
か

い
清
掃
工
場
等
が
芦
工
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い

こ
と
で
、
関
係
各
位
に
対
し
深
く
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
度
も
昨
年
以
上
に
住
民
奉

加
の
自
治
体
で
あ
る
こ
と
に
心
さ
れ
、
一史

に
お
互
い
が
倍
加
と
友
控
の
精
神
を
深
め

ら
れ
、
御
家
族
の
皆
様
と
も
ど
も
我
が
朝

日
町
に
と
り
ま
し
て
も
、

そ
の
前
途
に
大

会
な
躍
進
が
あ
り
ま
す
よ
う
最
良
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
闘
い
巾
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挟
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
「｜
若
さ
を
も
っ
て
｜
」

…

…
「
l
強
く
、
明
る
く
し

…

－

H
新
い
人
た
ち
へ

日

一

一

い
ま
あ
な
た
は、

新
し
い
年
の
生
活
…

…
プ
ラ
ン
を
た
て
ま
し
た
か。

一

一

就
鞍
、
進
学
に
対
す
る
希
望
と
不
安
一

一
を
の
せ
て
、

昭
和
四
十
八
年
の
鉛
が
出
…

一
ま
し
た
。

一

こ
と
し
も
、
甘
い
こ
と
ば
か
り
で
は

一

…
な
く
、
苦
し
い
こ
と
、
努
力
の
い
る
こ

一

一
と
、
そ
し
て
忍
耐
の
い
る
こ
と
が
、
待

一

一
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
。
時
に
は
重
大
な

一

一
失
敗
も
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
あ

一

…
な
た
を
救
っ
て
く
れ
る
の
は
、
あ
な
た

一

一
の

「
若
さ
ん日
・」
で
す
。

一

一

「
若
さ
ん川
一
と
は、

失
敗
か
ら
立
ち

一

一
な
お
れ
る
エ
キ

山戸不
ー
で
す
。
頭
蝦
り

一

一
ま
し
ょ
う
。
今
日
ーか
ら
自
分
の
力
で
、

…

…
自
分
の
新
し
い
生
活
を
築
い
て
ゆ
く
の

一

一
で
す
。

一

一

拡
を
は
な
れ
た
船
に
必
要
な
こ
と
は

一

…
船
と
は
な
に
か
と
いγ
う
こ
と
で
な
く
、

…

…
「
ど
う
進
む
べ
き
か
」
と
い
う
こ
と
で

一

一
す
ο

一

さ
あ
、
あ
な
た
の
目
標
に
向
っ
て
力
一

…
強
く
進
み
ま
し
ょ
う
。

…

R
U
唱
ー
の
L

一
祝

成

人

式

日

時

一

月
十
五
日
午
前
十
時

場
所
朝
日
町
勤
労
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー

成

人

者

数

男

一
二
九
名

女

一

四

四

名

計

二

七

三
名議実 18件 可決

請願陳 情 14件を決定

1 2月 定例議会

マ

あ

ら

ま

し

ム

昭
和
四
十
七
年
十
二
八
定
例
町
議
会
は

十
二
月
二
十
日
か
ら

二
十
五
日
ま
で
の

会
期
六
日
間
を
も
っ
て
間
保

さ

れ

ま

し

た
。本
定
例
会
で
は、

昭
和
田
十
七
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
腹
案
＋

八
件
、
情
開
願
陳
情
十
四
件
を
慎
重
審
議
し

全
額
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（審
鴎
日
程
）

ロ
月
初
日
本
会
議
（
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名
、
会
期
の
決
定
）

町
長
提
案
説
明

（助
役
）

議
案
細
部
説
明
（
関
係
課
長
）
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ロ
月
引
日

本
会
議
（
質
疑
及
び
一
般
質

問
、
議
案
及
び
請
願
陳
情
を

常
任
委
員
会
に
付
託
）

議
案
審
議

文
教
厚
生
番
民
会

部

制

察

官

附

議

総
務
寮
凸
A
I

－E
策
迎
設
委
口
会

休
会
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
質

段
、
討
論
、
採
決
、
請
願
陳

附
の
決
定
）

ロ
月

nuM

ワ
ι
l
s
q
u
v
i

’lr
I
n
j
ι
「
L

ロ
月
別
日

ロ
月
お
臼

(3) 

可
決
さ
れ
た
も
の

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補

正
予
算

〈
第
四
号
）

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝

g
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
笹
川
診
療
ポ
特
別
会
汁
補

正
予
算
（
第

一
号
）

V
昭
和
四
十
七
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

V
昭
和
阿
十
七
年
度
朝
日
町
悶
民
館
山
肌
保

険
診
療
施
設
涜
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第

一
号
）

V
昭
和
問
十
七
年
度
川
明
日
町
陥
必
水
道
特

刷
会
計
制
疋
予
算
（
第
二
号
）

V
昭
和
問
十
七
年
度
朝
日
町
立
山
病
院
本

也
市
会
社
補
正
一
寸
算
（
第
二
号
）

V
朝
日
町
議
会
の
蝦
此
等
の
報
酬
及
び
剛氏

用
弁
償
に
閲
す
る
条
例

一
部
改
在
の
件

．
朝
日
町
議
員
の
報
酬
を
改
止
す
る
も
の

V
朝
日
町
長
助
役
収
入
役
の
給
料
及

び
そ
の
他
の
給
与
支
給
条
例
一
部
改
正

の
件

・
町
長
助
役
収
入
伎
の
給
料
を
改
正

す
る
も
の

V
朝
日
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等

に
附
す
る
条
例
一
・
部
改
正
の
件

－
教
育
長
の
給
料
を
改
正
す
る
も
の

V
朝
日
町
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

．
人
事
院
勧
告
に
よ
り
職
叫
の
給
与
を
改

正
す
る
も
の

V
明
円
町
の
峨

U
の
特
殊
勤
務
手
w
J
に
凶

す
る
糸
例

一
部
改
正
の
件

－
病
院
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
討
を
改
正

す
る
も
の

V
似
日
町
総
A
H
計
画
審
噌
般
会
条
例
制
定
の

d
v
i－
 

－
叫

υ町
の
町
酬
明
の
総
〈
け
的
か
っ
け
柄
本
的

な
訓
画
慌
定
に
闘
し
、
町
民
の
秋
山
間
に

応
じ
調
査
及
び
審
議
を
行
な
う
た
め
に

朝
日
町
総
合
計
画
審
議
会
を
置
く
も
の

V
県
営
土
地
改
良
事
業
分
担
令
徴
収
条
例

制
定
の
件

・
新
川
地
底
広
域
付
録
凶
地
州
民
泊
終
的
事

足
（
ス
ー
パ
ー
段
泊
）
等
県
品
川
土
地
改

良
事
栄
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
負
担

す
る
受
益
分
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
を

定
め
た
も
の

V
朝
日
町
老
人
医
服
従
の
助
成
に
凶
す
る

条
例
一
部
改
正
の
件

－
法
の
改
疋
に
よ
り
条
例
中
の
年
旬
を
改

め
る
も
の

V
新
川
地
区
広
域
合
淡
町
地
脱
出
泊
帥
m
m
m
m

穏
に
裂
す
る
災
用
の

一
部
負
岡
仰
の
件

－
新
川
地
臥
広
域
公
役
凶
地
州
民
泊
舷
備
に

裂
す
る
貸
出
の

一
郎
を
臼
担
す
る
も
の

V
朝
日
町
立
涜
小
川
子
校
大
平
冬
期

一
時
分

校
設
聞
に
闘
す
る
件

V
朝
H
町
間
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
を
選
任
す
る
た
め
同
置
を
求
め
る

件
・
月
山
肌
以
来
西
村
総
三
氏
を
新
委
凸

に
選
任
す
る
こ
と
に
同
・
投
。

一
般
会
計
繍
正
予
算

（
第
四
号
〉

一
一
二
三
、
八
八
八
、

0
00
円

補
正
特
別
会
計
制
．正
予
算

（
第

一
号
第

一一口方）
一ニ
、
七
＝
二
、

0
0
0円
補
正

的
病
院
事
集
会
社
補
正
チ
耳
（第
二
号
）

問

O
、
九
七
九
、

0
0
0円
補
正

今
何
の
補
止
は
人
事
院
制
特
に
よ
る
職

員
の
給
与
改
定
及
び
中
学
校
敷
地
講
入
貨

が
主
で
、
外
に
事
務
に
係
る
経
費
及
び
事

業
の
遂
行
上

一
部
や
む
な
き
に
た
っ
た
も

の
で
あ
り
。

一
般
会
計
予
算
総
知

て

こ
七
六
、
一丸

O
χ
、

0
0
0川

．特

別

会

計

。

一
九
一一
一
、
九
四
回
、

0
0
0同

泊
病
院
事
業
会
計

四
二

O
、
八
二
二
、

0
0
0円

と
な
り
ま
し
た
。

百
万
円
以
上
の
工
事

九
月
十
一
日
の
集
中
製
雨
に
よ
り
被
告

を
う
け
た
筒
所
の
復
旧
工
事
と
、
道
路
改

良
工
事
百
万
円
以
上
の
工
事
入
札
は
つ

E

の
と
お
り
で
す
。

一
、
神
向
農
地
‘
大
将
用
水
災
害
復
旧
工

事

（笹
川
）

工
事
費
行
十
五
万
円

役

地

一

0
ア
ー
ル

水

路

五

四
米

工
期
十
二
月
一
日

t
昭
和
四
十
八
年

三
月
十
日

ニ
、
松
ノ
木
、
大
坪
用
水
災
害
復
旧
工
事

（笹
川
）

工
事
費
延
長

二
百
十
六
万
円

百
三
十
三
米

↓

n
H
H
7
 

1
J
H
H
R
 

十
二
月
一
日

l
附
和
四
十
八
作

一一一
月
十
日

一、
大
坪
、
松
ノ
木
用
水
〈酋
）災
書
復
旧

工
事

（
笹
川
）

じ
榊
中
州民

二
円
七
十
三
日力
二
千
円

低
い
武
百
五
十
三
米

工

矧

十

二
月

一
日

1
昭
和
四
十
八
年

コ
一
月
十
日

図
、
大
坪
周
排
水
路
災
害
復
旧
工
事

（笹
川
）

工
事
政

行
九
十
七
万
六
千
円

延

長

前

六

十

一
米

工
則

十
二
川
一
日

1
昭
和
四
十
八
年

＝
一月
十
日

玉
、
窪
畑
農
地
災
害
復
旧
工
事

（笹
川
）

工
事
賞

二
百
十
七
万
円

州
民
地

一一一
十
五
ア
l
戸

工
期
十
二
月
一
日

1
昭
和
四
十
八
年

一一一
月
十

n

六
、
宮
崎
用
水
、
元
屋
敷
農
地
災
害
復
旧

エE
’
（南
）

工工
期決用事
地水 質

三十
月 二 七七二
十月十 j・ 百
日ーニ米九
Fl 7 十

昭 Jレ 万
和円
四
十
!¥ 
4ド

七
、
宮
崎
用
水
、

元
康
敷
農
地
災
害
復
旧

工
事

（北
）

工
事

資

六

百

六
十
五
万
円

用
水
二
百
四
十
八
米

農
地
十
五
ア
ー
ル

工
期
十
二
月
一
日

i
昭
和
国
十
八
年

三
月
十
日

八
、
宮
崎
杉
名
地
用
排
水
路
、
明
石
農
地

災
害
復
旧
工

g

工
事
費

二

百
二
十
一
万

一
千
円

用
水
四
十
六
米

農

地

四

十

二
ア
ー
ル

工
期
十
二
月
一
日

i
昭
和
四
十
八
年

一一
一
月
十
日

九
、
下
積
尾
用
水
食
地
災
害
復
旧
工
事

工
事
費

二
百
三
十
六
万
六
千
円

用
水
三
百
六
十
米

農

地

五

7

l
戸

工
期
十
二
月
一
日

l
昭
和
四
十
八
年

三
月
l
H

（
一
般
工
事
）

＋
、
町
道
大
屋
海
岸
線
改
良
工
事

工
事
費

三

百
三
十
万
円

－m員
五

・
二
米

延

長

百

七

十
七
・

五
米

工
期
十
二
月
一
日

i
昭
和
四
十
八
年

ご
一
月
十
日

＋
一

、
町
道
町
南
保
改
良
工
事

工
事
費

三
百
三
十
万
同

巾

員

六

・
五
米

延

長

九

十

七
米

工
期
十
二
月
五
日

i
附
和
四
十
八
年

三
月
二
十
日

十
二
、
町
道
、下
山
新
、殿
町
餓
改
良
工
事

工
事
費
八
百
六
十
万
同

巾

員

七

米

延
長
三
百
九
十
五
米

工

期

十

二
月
十
て
H
i昭
和
四
十
八

年
三
刀
二
十
日

＋
三
、
都
市
計
画
街
路
泊
環
状
線
改
良
工

事

工
事
賞
五
百
六
十
五
万
円

巾

員

十

二

米

延
長
百
三
十
五

・
九
米

工
期
十
二
月
十
五
日

t
昭
和
田
十
八

年
三
月
二
十
日
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川

府

計

朝
口
町
文
化
財
調
官
委
員
長

。

淵

査

委

員

y
 

a
a
，
 

林兵問清折長谷竹 大森野

島

ニ
群

菅

遥

内

俊
口

文

津

高
谷
原

為

穆

善

庫

俊和

イア，， 
。
朝
日
町
教
委
社
敏
係
以

広
報
編
集
委
員

広
報
編
集
副
委
員
長

広
報
編
集
事
務
川

f
 

－a
，
 

九

里

朝

日

町

は

文

化

財

の

宝

庫

H

下

山

新

馬

坂

遺

跡

，

縄
文
時
代
の
貴
重
な
資
料
が
多
量
出
土

道

九
里

昭
和
四
十
八
作
の
新
ら
し
い
年
を

迎
え
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う

ご
さ
い
ま
す
3

本
日
は
新
春
に
ふ
さ
わ

し
い
甥
日
町
の
、
私
た
ち
の
先
祖
削
が
山
慨

し
て
く
れ
た
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
財
な

語
り
合
っ

て
、
そ
し
て
町
民
の
み
な
さ

ん
が
た
に
、
．こ

m－併
を
断
刊
し
r
、
崎
市
釈
の

朝
日
町
の
文
化
財
を
愛
漉
し
て
ゆ
く
と

い
う
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
に
お
集
ま
り

を
い
た
y
b
e
、
本
け
の
陀
級
会
を
聞
い
ー

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

早
速
で
す
が
、
制
け
町
は
什
か
ら
文

化
財
の
友
仰
と
い
わ
れ
、
ょ
と
に
開
店
峨

文
化
財
の
川
市
山
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま

し
て
、
町
山
崎
の
浜
山
主木
造
り
池
跡
、

下

山
新
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
、
す
で
に

発
射
調
査
を
進
め
ら
れ
て
報
告
お
も
で

き
て
お
り
ま
す
が
、
竹
内
先
生
お
訴
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

竹
内

埋
蔵
文
化
財
発
削
事
業
の
経
過
に

つ
い
て
は
、
折
谷
さ
ん
か
ら
先
に
、
話

を
し
て
い
た
ピ
い
た
ほ
う
が
、
よ
さ
そ

う
な
気
が
し
ま
す
が
。

折
谷
浜
山
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
開
和

凶
十
二
年
か
ら
二
カ
年
に
わ
た
っ
て
、

竹
内
先
生
が
小
心
に
な
っ
て
、
発
捌
淵

資
を
や
り
ま
し
て
、
こ
承
知
の
よ
う
に

非
前
に
学
術
的
な
刷
版
の
あ
る
遺
跡
と

し
て
一持
制
さ
れ
ま
し
て
、
昨
年
の
九

川

・
県
の
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
本
絡
的
な
ぞ
の

保
存
瑚
彬
活
動
に
入
っ
て
い

く

こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
四
十
七
年
度

は
、
大
家
店
地
以
の
法
線
被
附
事
仲
泌
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
さ

し
あ
た
り
、
下
山
新
の
遺
跡
を
県
の
事

業
と
し
て
、
約
二
カ
ハ
聞
に
わ
た
っ
て

発
地
調
交
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
U

あ第209号（貯蓄：＆~お）

新
聞
等
で
ご
及
知
の
よ
う
に
制
文
時
代

〉

t
l
：
t
｝
L

－

ー

：

J

lj

・
3

l

u－f
百
iJ
A
E
キ
カ
J
K
く
さ

A
N
dt
Jdrソ

ま
す
。
ぞ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
の
発
掘
事
業

と
し
て
、

椛
川
の

三
峰
地
内
の
水
坪

（
＝一崎
）
遺
跡
の
発
捌
で
す
け
ど
も
、

”
』
れ
は
峰
越
林
道
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
に
、
そ
の
林
道
に
か
L

る
部
分
の
発
明
訓
資
宏
、
昨
年
の
十
月

に
こ
れ
も
県
の
事
業
と
し
て
、

一
応
林

道
に
か

も
る
部
分
の
調
査
を
終
っ
て
お

り
ま
す
。

日
木
の
古
代
文
化
を
左
右
す
る

浜

山

玉

造

り

遺

跡

九
里

今
ほ
ど
、
州
当
の
折
谷
さ
ん
か
ら

お
討
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
の
発
捌

に
年
’b
E
つ
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
竹
内
先

生
ど
う
ぞ
。

竹
内

開
蔵
文
化
財
は
、
今
か
ら
約
数
万

年
前
か
ら
の
人
間
の
歴
史
を
明
ら
か
に

す
る
ひ
と
つ
の
文
化
遺
産
の
迫
求
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、

浜
山
遺
跡
発
相
で
判
っ

た
こ
と
は
、
明
在
の
と
こ
ろ
朝
日
町
の

卯
脱
文
化
財
の
中
で
は
、
日
本
の
文
化

セ
ぷ
有
す
る
市
一
安
な
週
跡
が
、
所
十
代
す

る
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
ピ
峨
制
さ
れ
る

わ
け
で
す
。
F

」れ
は
浜
山
が
刊
本
の
山

代
に
お
け
る
、
ま
が
rk

の
創
作
所
と
し

て
日
本
で
肢
初
に
発
見
さ
れ、

現
夜
め

と
・』
ろ
浜
山
し
か
な
い
と
いr
ぅ
、
ま
ず

明
日
町
と
し
て
非
常
に
大
引
な
・』
と
．た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

間
部

ず
っ
と
巾
に
柳
川
の
天
得
与
の
応

の
万
で
、
卜H
馴
ら
し
い
も
の
が
発
見
さ

れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
あ
れ
は
ど
う
な

っ
た
の
で
す
か
。

竹
内

え
え
、

一
応
柳
問
に
古
墳
が
あ
る

ょ
う
で
ご
．
さ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ

明
確
に
や
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

今
後

悶
場
整
備
事
業
を
と
お
し
て
、
こ
れ
が

明
確
に
な
っ
て
く
る
と
忠
い
ま
す
。

開
銀

い
つ
ど
う
た
か
、
大
家
陀
に
お
け

る
一
米
ヤ
〈
寺
法
閣
の
調
資
も
、
や
っ
た
ら

し
い
ニ
と
も
聞
き」ま
し
た
が
、

入ゃい岨げの

じ
よ
う
べ
の
ま
遺
跡
と
何
か
関
連
が
あ

る
よ
う
で
す
が
。

竹
内

奈
良
平
安
末
期
の
問
題
に
つ封一
ま

し
て
は
、
現
在一の
と
こ
ろ
入
芸
の
じ
よ

3
，への
ま
が
、

大
体
九
世
紀
、
つ
ま
り

平
安
初
期
か
ら
と
い
う
間
組
に
限
定
さ

れ
て
きと
つ
つ
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

に
先
た
つ
喧
跡
と
し
て
、
大
屋
遺
跡
一か

作
な
す
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
京
大
北げの

荘
園
を
明
椛
に
す
る
問
題
で
は
な
い
か

と
仰い
ま
す
。

そ
の
他
、
阪
史
遺
跡
に
つ
き
ま
し
て

は
、
弁
ノ
ロ
域
と
か
、
或
は
宮
崎
械
の

発
弘
調
査
と
い
う
の
は
、
今
後
の
問
題

か
と
思
い
ま
す
。

九
里

塚
蔵
文
化
財
と
現
代
に
お
け
る
朝

uu
町
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
こ
と
が

な
に
か
な
い
も
の
で
す
か
。

竹
内

そ
う
で
す
ね
。
だ
レ
た
レ
朝
凶
町

に什
は
ん
だ
縄
文
人
と
い
う
の
は
、
あ
ま

り
述
く
へ
行
か
な
い
で
、
隣
の
部
洛
の

純
文
人
と
の
接
触
の
小
で
、
お
互
に
文

化
を
お
め
な
が
ら
、
生
寸
前
を
維
侍
し
て

い
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら
数
万

年
前
に
住
ん
だ
制
文
時
代
の
わ
ず
か
の

血
で
も
、
や
は
り
例
日
町
に
残
し
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
レ

う
こ
と
と
同
時
に
、
ニ
れ
が
大
き
く
い

え
ば
、
現
日
本
人
の
胤
の
中
に
脈
打
っ

て
流
れ
て
い
る
と
い
’
コ
乙
と
も
考
え
ら

れ
る
わ
け
で
す
。

今
日
、
自
然
を
保
護
し
h

同
然
に
親
し

む
と
い
う
今
日
的
な
課
題
か
ら
い
い
ま

す
と
、
や
は
り
縄
文
人
が
自
然
を
お
込

い
に
活
用
し
た
事
を
も
う
一
度
ふ
り
返

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
朝
日
町
の
向
然
と

い
う
も
の
を
見
直
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
忠
う
ん
で
す
。

間
部

わ
れ
わ
れ
の
休
の
小
に
、
縄
文
時

代
の
血
が
脈
う
っ

て
流
れ
て
い
る
わ
け

で
す
か
（
笑
）

υ

竹
内

そ
う
い
う
’わ
け
で
す
ね
。

九
星

そ
こ
で
朝
臼
町
の
ビ
ジ
ョ
ン

と
レ

っ
た
よ
う
な
も
の
の
小
で
、
朝
日
町
は

文
化
財
と
い
う
も
の
と
、
明
日
町
の
将

来
と
い
う
も
の
を
切
り
は
な
し
て
、
将

来
の
先
日
以
が
な
レ
と
い

っ
た
よ－
コ
な
こ

と
が
、
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
現

在
出
速
道
路
が
で
ケ
る
小
で
、
即
日成
文

化
財
と

い
う
も
の
と
非
常
に
関
係
が
で

て
き
ま
す
が
、
そ
の
時
こ
の
大
事
な
即
日

絞
文
化
財
を
生
か
し
て
ゆ
く
た
め
に
は

ど
う
い
う
ふ
う
な
施
策
が
必
要
で
あ
る

か
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
、
将
来
の
展

望
一
と
し
て
、
朝
日
町
の
樫
蔵
文
化
財
を

い
か
よ
う
に
し
て
、
発
掘
調
査
を
進
め

そ
し
て
川
の
ピ
，シ
ソ
ン
に
合
わ
せ
て
い

く
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
問
題
を
、
話

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
を
点
と
線
で
と
ら
え

面
と
し
て
遺
跡
公
園
の

造
成

竹
内

朝
日
町
の
忠
誠
文
化
財
遺
跡
と
い

う
の
は
、
ど
う
し
て
も
守
る
ベ
念
で
、

浜
山
の
よ
う
に
県
指
定
に
し
て

一
応
出
…

で
も
押
さ
え
、
そ
れ
か

ら
純
で
お
さ

え
、
削
で
お
さ
え
る
、
川
町
は
発
桐
淵
併

を
し
た
あ
る
遺
跡
地
市
川が
山
…で
あ
り
そ

れ
か
ら
ぞ
れ
の
拡
大
の
随
聞
で
、
例
え

ば
下
山
新
と
柳
田
を
結
び
、
或
は
柳
問

と

一一
一
陣
を
結
．
ふ
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
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長
・漂

白払は

mu峨
λ
化
財
J
V
－、
以
．
く
が
れ

し
て
い
る
の
で
ず
か
、
例
え
ば
伏
々
の

わ
か
ら
な
レ
分
肝
に
、
い
ろ
し
V

ろ
々
も

の
か
あ
り
ま
し
て
．
ニ
う
い

っ
た
も
の

を
ま
ぜ
て
．
弘
は
仰
い
桜
と
民
勺
え
て
い
ゐ

わ
け
で
す
。
そ
れ
で
鹿
島
樹
泌
を
は
ド

め
朝
日
町
に
は
、
実
に
円
然
の
分
野
で

誇
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
誌
が
失
な
わ

れ
て
ゆ
く
巾
で
、
あ
る
い
う
所
だ
け
で

も
践
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
同
時
に
、
町
内
に
は
、
あ
れ
に
制
す

る
よ
う
な
も
の
が
、
レ
く
つ
か
あ
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
弘
同
時
に
、
保
作
に
わ
り

つ
は
．
ド
川
…
L
C
ド
リ
…
を
叫
ん
だ
線
じ
ゃ
な
く

て
、
き
わ
め
て
．
岳
製
な
所
は
結
局
耐

と
し
て
と
ら
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

ひ

州
と
い
う
の
は
、
や
は
り
泊
跡
公
附

と
い
う
ふ

コ
な
附
担
、
明
日
町
で
は
、

も
う
す
で
に
城
山
が
一
種
の
遭
跡
公
園

で
す
－u

あ
L

い
う
も
の
を
い
く
つ
か
造

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
川
川
述
’
U
動
市
下
泊
wm

も
、
そ
れ
を
活
け
て
泊
ら
な
け
れ
ば
た

ら
な
い
と
f
ろ
へ
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
ー
か

と
思
い
ま
寸
。
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
ひ
と

つ
の
保
山
げ
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
ふ
・
コ

に
思
い
ま
す
ν

九
里

そ
れ
で
は
ぷ
を
変
え
ま
し
て
、
制

口
町
に
は
、
同
指
定
の
天
然
記
念
物
鹿

島
樹
織
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
公
山
内
の

小
で
、
ど
う
に
か
出
生
休
の
墜
を
そ
の

ま
ま
に
印
し
て
い
ま
す
が
、
明
日
町
山

持
る
対
州
泣
か
な
山
仙
川
…の
似
ん
り
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
。L
山
内
丸
小
し
と
－
Y
Hて
u

さあ

朝
日
町
の
自
然
を
大
切
に

鹿
島
樹
叢
と
八
千
堂
沢

高
速
道
路
の
建
伎
と

文

化

財

の

保

鍾
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f
τ
t
；

£
f
1
f．ふ
3

正、

。

プ
4

・1
ヵ
f
i－
－

f
c

た
と
え
ば
八
千
堂
沢
に
つ
い
て
巧
え

て
見
ま
し
て
も
、
あ
そ
こ
は
ゅ
う
山
地

併
で
あ
り
、
そ
こ
に
と
げ
魚
が
い
る
0

・
』
の
前
も
淵
併
に
行
S
ま
し
た
が
、
ル

J
U
は
も
は
や
、
似
始
的
な
．決
山
市
は
心

し
て
し
な
い
わ
け
で
す
が
、
八

f
引
れ

の
ほ
・リ
は
、
山
ろ
く
が
の
Mm物
が
山枚
以

に
あ
っ
て
、
そ
・
』
へ
J
I
地
の
机
物
が
’

N

入
し
て
い
る
と
し
う
要
点
を
も
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

九
里

什
牧
…
の
保
誕
と
ト
ヲ
立
場
か
ら
、

町
民
と
し
て
協
々
で
き
る
耐
に
つ
い
て

ひ
と
つ
G

長
津

え
え
、
で
す
か
ら
、
的
人
の
と
こ

ろ
に
あ
る

一
ぶ
一
本
の
水
に
つ
い
て
は

こ
れ
は
当
然
残
L
て
い
た
ピ

か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
し
、
～v一
・いむ
味
の
川
陣
地引川

l

’
’
 

J
V』
も
コ

一
山
口
比
凶
し
て
、
ゎ
山
は
特
に
似
リ

刊
交
を
人
れ
て
、
刊
州
仕
す
る
べ
き
も
の

は
訓
介
し
必
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
－H

m別
保
で
Hm
れ
”
。
似
川
内
も
、
い
ろ
い
ろ

巧
え
て
U
凡
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
、
し

．、
，lh
－J
〉

b
k

‘，
，，，
、a
・‘
》
3

3
ド
l

，p

，A
ト

h
xJ
に
r
4
1
A町
カ

S
y－－
U
て

n
mを
そ
の
ま
、
お
く
と
し
う
こ
と
と

人
為
的
に
1
1
入
れ
か
－す
る
と
い
、
う
こ
と

の
川
凶
．
も
う
ひ
と
っ
こ

、
は
山
山
州
刊

の
川
物
が
、
ず
っ
と
ト
ま
で
、
さ
が
っ

て
お
り
ま
す

．Ld
・か
・り
め
ず
ら
し
い
も

の
が
ど
い
ぶ
あ
る
わ
け
で
、
そ
う
い
・
2

よ
う
な
・
愁
味
で
、
特
に
山
然
保
沼
が
不

可
欠
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い

え
ま
す
－u

九

里

こ

の
文
化
財
愛
護
と
い
う
考
え
方

と
、
今
ほ
ど
一
長
津
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
、
口
然
保
議
と
い
う
問
題
、
特
に
列

品
位
造
論
の
中
に
、
こ
の
間
組
が
、
亦

川川山に
↓〈
主
な
ら
の
と
し
て
、
浮
か
び
卜
．

っ
て
芯
た
わ
け
で
す
が
、
市
リ
門
的
た
I

場
と

L
て
、
必
先
小
、
ニ
の
刺
川
町
の

aHω
た
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ひ
と
ニ

J
b
 

－b

’－
 
森

さ
さ
は

y－
一
川
川
述
泊
怖
の
話
が
で
ま
し

』

h

、
同
帽
｝
－U
H

円’l
E
J争
E
h
渋
川
叫
nr
h
リ・
¢h
町、，，．
h
可

J
I
J

ん

．、H
v

・Hγ
’l
山
川

l
l
u川

A
Yけ
い

山
川
叩

nv
J
V

北
側
を
し
め
て
お
り
、
ど
・
ジ
し
て
も
こ

の
飛
弾
山
脈
合
っ
き
ぬ
か
な
け
れ
ば
、

糸
魚
川
へ
行
け
な
い
ん
で
す
よ
ν

そ・
コ

い
う
ニ
と
ψ
・
巧
・
え
ま
す
と
．
城
山
は
あ

た
ら
な
い
で
す
ね
h

ぞ
れ
か
ら
平
野
に
つ
い
て
は、

八
千

堂
以
で
す
が
、
あ
の
平
野
は
洪
積
水・野

で
す
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
百
万
作
た

っ
て
い
る
平
野
で
、
そ
の
末
端
に
ゅ
う

水
地
側
怖
が
あ
る
の
は
、
八
千
堂
択
の
桜

林
で
す
よ
、
で
す
か
ら
あ
れ
に
手
を
入

れ
る
と
、
地
下
水
が
ど
い
い
ち
だ
め
に

た
っ
て
、
飲
料
次
に
こ
と
欠
く
し
、
戒

は
ま
た
生
物
が
絶
滅
す
る
の
で
は
な
しγ

か
と
忠
・
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
あ
そ
こ
に

。
。

v

は、

と
み
ょ
が
い
る
ら
し
い
の
で
す
H

こ
の
辺
で
は
あ
そ
・
」
と
舟
川
，
た
け
ど
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
G

で
す
か
ら
、
ぁ
、

し
？
と
こ
ろ
の
向
然
を
、
ぜ
ひ
と
も
践

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
む

祖
先
の
信
仰
や
生
活
を
物
鱈
る

山
野
の
石
仏
の
保
護

間
部

話
題
を
と
ば
し
て
中
し
わ
け
あ
り

ま
せ
ん
が
。
昨
什
は
広
報
の
炎
也
万
引

と
し
℃
、
石
仏
を
と
り
上
げ
ま
し
た
が

あ
の

M
的
は
火
体
制
U
町
に
倣
設
す
る

h
仏
を
、
胤
物
的
な
立
場
で
な
が
め
、

A
H
わ
せ
て
文
化
財
先
制
と
い
う
よ
う
な

い
山
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
あ
訂

仏
ば
か
り
ぐ
は
な
く
、
ぞ
れ
に
地
－
f
る

よ
う
な
も
の
で
も
、
な
に
か
文
化
財
に

指
定
す
る
も
の
が
な
い
か
、
そ
う
い
う

点
で
ひ
と
ワ
出
向
さ
ん
の
訴
を
・
コ
か
X

い、

－－－‘．
0
 

j

L

 

九
皇

国
土
問
先
、
こ
の
地
域
社
会
の
附

造
改
善
の
中
で
、
滅
び
ゆ
く
野
山
の
信

仰
対
弥
と
い
い
ま
す
か
、
こ
の
野
仏
め

ぐ
り
を
「
あ
さ
ひ
」
が
取
り
上
げ
て
、

昨
年
四
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
や
っ

た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
丈
化
財
と
し

て
、
一
位
分
制
似
の
あ
る
も
の
も
多
い
ん

し
内
な
い
か
と

U
－
コ
わ
け
で
す
が
。

森

ま
あ
指
定
す
る
か
し
な
レ
か
は
別
と

し
て
、
や
っ
ぱ
り
文
化
財
で
す
か
ら
、

整
型
し
て
専
門
家
に
み
て
も
ら
う
と
い

う
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
、
い
』e
た
い
で

す
ね
。

九
里

や
っ
ぱ
り
も
う
少
し
突
っ
込
ん
だ

制
本
ハ
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が

ね
。文

化
財
指
定
の
姿
勢

祖
先
の
生
命
が
注
ぎ
込
ま
れ
た

も
の

竹
内

制
H
町
に
お
け
る
文
化
財
の
指
定

に
つ
い
て
で
す
が
、
卜
〈
会
〈
レ
え
ば
州

n町
と
し
て
の
文
化
財
い
う
よ
り
は
日

本
を
代
表
す
る
文
化
財
が
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
や
勺
ば
り
指
定
す
る
必
繋
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
と
同
時
に
も
う
ひ
と
つ

は
、
土
民
肝
の
民
主
、
あ
る
い
は
し
し
府
の

疋
耐
で
す
ね
。
要
す
る
に
明
日
町
で
た

け
れ
ば
午
beて
ゆ
か
な
い
、
ひ
と
つ
の

生
命
が
往
左
込
ま
れ
る
も
の
、
こ
れ
が

一
帯
大
切
で
す
よ
Q

森

私
は
何
度
も
レ
い
ま
ナ
け
ど
、

姪
谷

紙
の
保
存
を
や
っ
て
ト
い
か
な
け
れ
ば
之

思
い
ま
す
。
ご
の
ま
〉
だ
と
あ
れ
は
滅

び
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

谷
口

大
体
倹
は
ね
、
文
化
財
を
桁
川
必
ず

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
た
と
・
え
ば

史
一
術
品
で
も
、
川
別
口
町
の
服
山
入
の
資
料

的
な
も
の
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
た
い
し

た
芸
術
品
で
な
く
て
も
指
定
す
べ
き
で

あ
る
と
患
っ
て
お
り
ま
す
。

竹
内

調
査
委
員
会
の
指
定
を
利
用
さ
れ

な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

九
里

A
7
ほ
ど
の
符
口
先
恨
の
お
活
の
ご

と
く
、
朝
日
町
の
文
化
財
と
い
う
も
の

を
は
る
後
勢
で
す
ね
。
ぞ
れ
は
や
っ
ぱ

n
b唱
t
，o
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り
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
、
充
分
ご
理

解
顕
い
た
い
わ
け
で
金
に
ま
か
せ
て、

移
入
し
て
き
た
よ
う
な
も
の
は
、
あ
な

が
ち
文
化
財
と
し
て
指
定
し
か
ね
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
c

竹
内

そ
う
い
う
点
で
、
た
と
え
ば
消
原

為
芳
さ
ん
が
清
水
寺
の
仏
像
の
願
文
を

発
見
さ
れ
た
と
い
う
、
こ
う
い
う
も
の

こ
そ
我
々
は
、
明
H
町
の
文
化
財
と
し

て
、
と
ら
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
単
に
お
墨
つ
・
ぎ
乞
も
ら
う
と

い
っ
た
よ
う
な
考
え
は
、
排
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

森

た
と
え
ば
、

清
水
寺
に
俳
句
の
額
が

あ
り
ま
す
よ
。
あ
れ
は
朝
日
町
の
人
が

多
い
ん
で
す
か
ら
、
あ
L

い
う
も
の
は

指
定
す
ベ
主
で
す
よ
。

谷
口

あ
く
ま
で
朝
日
町
の
体
質
と
い
う

も
の
に
、
根
ざ
し
た
も
の
に
重
点
を
お

く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

森

美
術
工
芸
の
ほ
う
で
、
神
社
の
彫
刻

で
す
が
、
こ
れ
は
鹿
島
神
社
の
北
村
四

海
の
作
と
か、

南
保
の
溢
の
寺
の
平
坂

芳
文
の
作
あ
L

い
う
も
の
を
将
来
指
定

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
郡

石
仏
の
話
に
、
話
を
町民
し
ま
す
が

お
仏
γ
リ
l

ズ
を
特
集
し
た
関
係
で
、

特
に
清
原
さ
ん
に
非
常
に
苦
労
し
て
い

た
げ
ふ
い
て
‘
方
局
ま
わ
っ
て
い
た
ど
い

た
し
、
さ
ら
に
清
原
さ
ん
自
身
も
、
個

人
的
に
仏
像
の
研
究
を
や
っ
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
ナ
が
、
何
か
特
殊
な
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

清
原

そ
う
で
す
ね
。
一
番
変
わ
っ
て
い

る
と
い
う
の
は
、

境
の
護
団
寺
に
あ
る

月
待
供
餐
容
で
す
ね
。
こ
れ
に
年
号
と

清
芳
と
い
う
銘
が
入
っ
て
お

り

ま
し

て
泊
の
舟
見
石
坊
屋
さ
ん
が
代
々
清

が
つ
い
て
い
る
の
で
、
あ
そ
こ
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
調
べ
た
ん
だ
け
れ
ど
も

違
う
し
、
そ
れ
で
護
国
寺
の
過
去
帳
を

見
た
と
こ
ろ
、
偶
然
援
国
寺
の
住
職
で

第
九
世
の
方
が
清
芳
と
い
う
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
自
分
で
も
石
仏
を
手
が
け

た
ら
し
く
、
休
職
が
彫
プ
た
と
い
う
、

そ
う
いl
う
め
ず
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

間
部

あ
の

大
会
い
如
意
愉
観
音
で
す

‘0
 

・力

清

原

え

え

‘
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
・コ
い

う
特
殊
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

間
部

私
も
い

っ
し
ょ
に
廻
り
ま
し
た
が

石
仏
以
外
に
も
、

変
わ
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ね
。

清
原

は
い
。
石
仏
を
含
め
て
、

大
き
く

右
像
遺
品
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
見
ま

し
て
、
だ
い
ぶ
考
え
方
を
違
え
な
け
れ

ば
い
か
ん
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
い
」
と

も
あ
り
ま
す
ね
。
と
い
う
の
は
、

方
尖

塔
と
今
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
も
の
。
あ

れ
な
ん
か
も
、
彼
川
に

い
く
つ
か
あ
り

京
す
し
、
、
夜
行
地
の
誕
地
に
も
あ
り
ま

す
か
ら
、
指
定
す
る
際
に
も
う
少
し
研

究
す
る
余
地
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
、
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

九
里

ま
あ
捌
り
出
し
物
が
で
て
ル
む
た
と

い
う
こ
と
で
す
よ
。
今
度
の

・シ
リ
ー
ズ

で。

清
原

え

、え

そ

の
他
に
、
た
と

え
ば

「
あ
さ
ひ
」

の
十
二
月
号
に
加
藤
謙
一一

郎
の
こ
と
が
の
り
ま
し
た
が
、
石
仏
に

い
ろ
い
ろ
と
地
域
の
際
史
や
、
個
人
的

な
家
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
一
番
感
じ
ら
れ
た
こ
と
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
の
指
定
と
保
護
管
理

必

要

な

予

算

措

置

九
里

そ
れ
で
は
、

今
度
は
朝
日
町
の
文

と ま イヒ
っし財
。ての
、係
委護
員管
長理
のと
野い
島う
先持］
生 組
カ‘，，こ
ら つ
ひき

野
島

文
化
財
の
ほ
う
は
、
こ
こ
一
同
年

時
間
的
な
問
題
も
あ
っ
て
、
則
一蔵
文
化

財
を
重
点
的
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
十
年
間
の
こ
の
文
化
財
調

査
委
員
会
の
や
っ
た
仕
事
を
、
こ
の
実

績
を
ふ
ま
え
て
振
り
返
り
ま
す
と
、

国

単
位
の
も
の
と
し
て
は
、
鹿
島
樹
鍛
、

こ
れ
は
一
応
、
保
管
の
件
は
充
分
に
で

き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
県
単
位
わ
も
の
で
境
関

所
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
郷
土
館

の
よ
う
な
も
の
を
ひ
と
つ
考
え
て
い
た

Y
く
と
か
、
そ
れ
か
ら
宮
崎
城
跡
に
つ

い
て
は
ま
ゐ
大
体
い
い
の
で
は
な
い
か

と
‘
問
じ
く川町
指
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す

一
里
塚
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の

ま
与
で
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
、
同
じ

く
県
指
定
の
玉
造
り
に
つ
い
て
も
、
ほ

γ
で
た
』
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ん
で
寸
。

そ
こ
で
町
段
階
の
も
の
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
．
町
と
し
て
第
1
号
に
指
定
し

ま
し
た
御
輸
旨
で
す
が
。
こ
れ
は
古
文

科
と
し
て
で
は
な
く
、
民
俗
資
料
と
し

て
は
非
常
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
h

」と

で
指
定
し
て
主
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が

保
管
者
が
舟
見
に
移
住
し
て
い
る
の
で

こ
の
点
は
ひ
と
つ
ご
検
討
を
願
わ
ね
ば

な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と

でふ
9

。
そ
れ
か
ら
い
ま
ひ
と
つ
、
文
部
省
の

伊
東
問
土
が
来
ら
れ
て
、
こ
の
附
士
は

民
家
の
方
の
主
任
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
方
が
本
町
の
川
上
さ
ん
の
家
を
国
の

文
化
財
指
定
の
価
値
が
あ
る
ん
だ
と
一去

っ
て
い
か
れ
た
ん
で
す
が
、
ま
あ
こ
れ

が
い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
写
真
を
損
る
こ

と
す
ら
で
き
な
い
状
態
な
ん
で
す
。
こ

れ
は
や
っ
ぱ
り
町
民
の
み
な
さ
ん
の
怒

解
合
光
分
間
四
て
い
な
い
事
附
も
あ
る
ん

で
し
ょ
う
。
せ
め
て
写
真
程
度
は
鍋
ら

せ
て
い
た
γ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
う
い
う
こ
と
を
私
は
保
存
管
理
の
こ

と
で
憾
じ
て
お
り
ま
す。

九
里

今
野
品
先
件
か
ら
問

um．
の
絡
が
で

ま
し
た
が
笑
は
境
地
区
の
バ
イ
パ
ス
線

の
こ
と
な
ん
で
す
。
山
側
の
一
里
塚
は

恐
ら
く
や
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
境
地
区

の
人
た
ち
は
、
ど
う
し
て
も
バ
イ
パ
ス

が
ほ
し
い
わ
け
で
す
が
、
両
側
に
あ
っ

て
こ
そ

一
里
塚
で
あ
っ
て
モ
ず
れ
。
山

側
の
や
つ
を
け
ず
ら
れ
る
恐
れ
が
で
て

主
て
い
る
の
で
簡
つ
い
ま
す
。

間
部

尉
所
の
下
の
御
亭
も
M
W
響
が
あ
る

そ
う
で
す
ね
。

九
里

え
え
そ
う
で
す
。

竹
内

私
も
こ
の
問
、
民
へ
行
っ
た
つ
い

で
に
見
て
き
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、
あ

の
お
笛
の
東
側
の
金
剛
川
で
す
ね
、
あ

こ
に
や
は
り
純
文
の
遺
跡
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
そ
れ
で
く
い
を
ね
つ
で
あ
る
と

こ
ろ
の
周
辺
に
は
、
も
う
す
で
に
炉
ぶ

ち
の
石
が
で
て
い
る
ん
で
す
。

九
里

ま
あ
文
化
財
の
官
邸
と
い
う
4
と

に
つ

い
て
そ
う
い
う
問
題
に
い
ま
．
ふ
っ

か
つ
て
お
る
わ
け
で
す
。
少
な
く
と
も

境
地
区
に
お
い
て
は
。

大
管

文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て
ひ
と
こ

と
。
た
と
え
ば
ひ
と
つ
の
美
術
工
芸
品

で
も
個
人
の
も
の
と
、
公
の
も
の
と
あ

る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
側
人
の
物
は
、

一
家
の
盛
衰
に
よ
っ
て
移
動
し
や
す
い

わ
け
で
、

と
こ
ろ
が
お
寺
や
お
宮
の
物

は
、
案
外
動
か
な
い
で
、

長
ら
く
そ
の

土
地
の
人
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
保
存

n
h
V
4
E
’a斗・

さ
れ
て
い
る
。
ま
あ
そ
う
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
大
体
寺
の
仏
像
あ
た
り
が
、

だ
い
ぶ
指
定
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。し
か
し、

そ
う
か
と
い
っ
て
、
や
っ

ぱ
り
個
人
の
所
有
の
も
の
で
あ

っ
て
も

国
が
指
定
し
て
お
る
物
で
あ
れ
ば
、

や

っ
ぱ
り
我
々
も
そ
れ
を
制
ベ
て
、
町
と

し
て
指
定
し
保
存
を
韮
務
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

九
里

そ
う
で
す
ね
、
今
後
の
研
究
問
題

で
す
ね
。

棚
山
焼
と
宮
崎
焼

蕪
跡
と
完
成
品
の
保
存

大
節
目

そ
れ
か
ら
焼
物
の
話
で
す
が
、
宮

掛
町
燦
き
と
か
、

棚
山
焼
き
と
い
っ
た
も

の
は
、
相
当
の
量
が
造
ら
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。
棚
山
焼
き
な
ん
か
、
相
当
棚

山
部
落
の
あ
た
り
に
、
持
っ
て
い
る
人

が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
こ

の
潔
跡
も
あ
る
ら
し
い
ん
で
、

こ
れ
も

本
絡
的
に
調
べ
な
く
ち
ゃ
な
ら
ん
と
思

い
ま
す
。

森

早
急
に
や
ら
ん
と
だ
め
で
す
ね
。
と

い
う
の
は
、
捌
山
は
も
う
二
制
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。

清
原

棚
山
の
銭
で
す
け
ど
、
ど
帽」
か
の

高
校
生
が
、
畑
山
焼
念
ら
し
い
紫
跡
を

見
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
破
片
じ
ゃ

な
い
か
と
、
お
り
に

一一
知
ほ
ど
、
姶
っ

て
い
っ
た
と
い
う
二
と
で
す
が
。

森

そ
れ
か
ら
、

九
ツ
谷
と
宮
崎
焼
き
の

破
片
は
、
折
谷
芳
桓
（
政
人
）
さ
ん
の

家
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
レ
で
す
か
。

九
里

あ
り
ま
す
。

竹
内

宮
崎
焼
き
は
、
芳
植
さ
ん
と
こ
に

比
較
的
成
形
品
が
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら

近
江
美
喜
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
も
あ
る
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は
ず
で
す
。
あ
の
人
の
家
の
田
ん
ぼ
で

す
か
ら
。
そ
れ
か
ら
最
近
に
な
っ
て
、

林
道
鉱
巾
し
た
た
め
に
、
一
応
私
と
折

谷
隆
一
さ
ん
と
こ
人
で
集
め
た
ん
で
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
折
谷
隆
一
さ
ん
が
、

一
切
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
菅

話
は
後
戻
り
し
ま
す
が
、
先
ほ
ど

民
家
の
話
が
で
ま
し
た
が
、
我
々
が
今

崎
談
会
を
や
っ
て
い
る
こ
の
場
所
、
つ

ま
り
御
殿
で
す
が
、
こ
れ
は
文
化
財
に

指
定
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
。

九
里

町
役
場
の
庁
舎
の
一
部
と
し
て
、

ち
ょ
っ
と
面
倒
な
問
題
が
あ
る
よ
う
で

す
が
。

大
菅

こ
の
御
殿
と
そ
れ
か
ら
、
あ
そ
こ

に
あ
る
育
英
小
学
校
で
す
ね
。

竹
内

そ
れ
で
こ
れ
を
造
っ
た
人
の
名
前

は
わ
か
る
わ
け
で
す
か
。

大
菅

わ
か
り
ま
す
。
全
部
、
こ
れ
に
附

す
る
資
料
が
箱
に
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。

竹
内

そ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
や
は
り
指
定

す
べ
き
で
す
。

森

そ
れ
は
使
用
の
用
途
の
問
題
で
指
定

が
、
保
留
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

す
カ
。

野
島

九
里
先
生
は
も
う
す
で
に
ご
有
知

だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら
十
八
年
程

前
に
、
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

小
学
校
の
建
築
段
式
の
問
題
と
、
こ
与

が
行
在
所
並
び
に
十
村
代
官
所
の
、
而

影
を
残
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
当
時

の
本
村
町
長
さ
ん
に
、
こ
れ
を
申
し
入

れ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ろ
ん
な

財
政
上
の
問
題
が
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く

指
定
を
延
期
し
て
〈
．
た
さ
い
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
ま
L

に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
。
当
時
の
条
例
は
、
指
定
し
な
け
れ

ひ~ 
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ば
な
ら
な
い
、
じ
ゃ
な
く
て
、
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
．
と
こ
う
い
う
こ
と

に
な
勺
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
お
合
み
お

き
細
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
積
回

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
た
と
え

ば
北
陸
宮
の
お
事
あ
る
い
は
宮
崎
太
郎

の
供
餐
第
な
ど
、
観
光
も
あ
る
け
ど
ね

そ
れ
以
外
に
精
神
的
な
も
の
も
必
要
と

思
い
ま
す
。
造
っ
た
ら
一
年
に
い
っ
・
へ

ん
位
、
ご
命
日
あ
た
り
に
、
お
ま
つ
り

ぐ
ら
い
の
こ
と
は
や
り
た
い
と
患
い
ま

す
ね
。

た
ど
観
光
の
た
め
に
、
宮
崎
太
郎
が
で

て
会
た
だ
け
で
は
ね
：
・
・
・
・
・
：
。

森

い
や
、
そ
の
話
に
つ
い
て
は
ね
、
毎

年
例
祭
を
行
な
う
と
、
い
う
よ
う
な
こ

と
ま
で
、
話
し
合
い
し
て
お
っ
た
た
け

で
す
が
ね
。

清
原
文
化
財
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

今
年
は
二
年
自
に
入
る
ん
で
す
が
、
過

去
に
も
い
ろ
い
ろ
と
既
成
文
化
財
や
、

そ
の
他
の
い
ろ
ん
な
多
く
の
文
化
財
が

倣
脱
さ
れ
た
り
、
ま
た
、

さ
れ
つ
つ
あ

あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
点
に

つ
い
て
署
員
長
さ
ん
と
し
て
、
文
化
財

調
盆
委
員
会
は
、
ど
う
い
う
考
え
を
も

っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

南
保
城
跡
が
ナ
で
に
こ
わ
れ
て
し
ま

っ
た
、
そ
れ
か
ら
殿
町
の
五
鎗
遺
跡
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
他
い
く

つ
か
、
も
う
そ
う
い
う
問
題
が
出
て
き

て
い
ま
す
ね
。

野
島

勝
条
教
育
長
さ
ん
が
、
町
史
の
こ

と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
、
弘
た
ち
は

町
史
も
結
構
で
す
が
、
突
は
こ
の
文
化

財
の
管
理
保
存
と
い
う
問
題
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
指
定
を
し
た
後
は
、
放

置
の
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
ま
だ
未
指
定
の
も
の
で
、
重
要

な
も
の
が
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
破
脱
さ

れ
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
な
ん
と
か
ひ
と
つ

対
策
を
と
い
う
と
こ
で
、

簡
単
な
も
の

は
写
真
右
掛
っ
て
残
す
こ
と
、
で
会
う

る
な
ら
ば
予
算
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
。
町
出
へ
い
制
さ
ん
と
い
う
こ
と
か
ら
合

わ
せ
て
、
少
な
く
と
も
、
三
十
万
円
を

新
年
度
に
な
ん
と
か
み
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
と
、
ま
あ
こ
う
い
う
ふ
う
に
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
じ

文
化
財
と
観
光

必
要
な
郷
土
博
物
館
の
建
股

九
里

で
は
こ
ん
ど
は
、
朝
日
町
は
恕
ま

れ
た
文
化
財
を
包
合
し
て
お
る
こ
の
中

で
‘
朗
自
町
の
観
光
と
い
う
も
の
を
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
っ
た
ら
い
い

か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
ニ
と
に
つ
い
て

お
話
し
を
闘
え
ま
せ
ん
か
。

長

薄

ま

ず

自
然
関
係
か
ら
ひ
と
こ
と
、

朝
日
町
は
観
光
と
い
う
と
、
今
ま
で
広

く
自
民
や
親
不
知
ま
で
合
ん
ど
制
光
を

一ぷ
々
し
て
い
ま
す
が
、
制
口
町
と
し
て

ど
こ
ま
で
考
え
な
き
ゃ
な
ら
ん
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
観
光
を
開
発
す
れ
ば
、

自
然
が
舷
駿
さ
れ
る
こ
と
は
き
ま
っ

て

お
り
支
す
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
調
整

す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
間
組
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

大
管

情
況
の
関
所
で
す
が
、
療
機
ば
か
り

あ
っ
て
も
．
た
め
で
、
や
は
り
郷
土
憎
物

館
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
て
、
そ
・
』
に

関
所
の
模
型
を
作
っ
て
、

一
般
の
人
に

見
せ
る
と
い
っ
た
、
構
想
も
必
要
だ
と

思
う
ん
で
す
。
ぞ
れ
か
ら
涜
の
こ
と
で

も
う
ひ
と
つ
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
加

賀
の
千
代
尼
が
協
況
に
来
て
、
長
期
間
滞

在
し
て
お
り
、
そ
の
時
作
っ
た
俳
句
も

縫
に
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
は
ず
で
、

そ
の
代
表
句
か
伺
か
山
し
て
、
句
御
を

作
る
と
レ
う
よ
う
な
‘

顕
彰
的
な
行
事

を
行
な
う
と
い
う
こ
と
が
、
と
り
も
な

お
さ
ず
、
観
光
と
結
び
つ
く
と
思
う
の

で
す
。
民
芸
、

民
俗
芸
能
の
保
存

史
跡
公
園
の
建
股

竹
内

ま
あ
、
そ
れ
で
ね
。
観
光
と
い
う

の
は
、
端
的
に
云
え
ば
、
朝
日
町
以
外

の
人
が
来
て
、
金
を
蕗
し
て
く
れ
る
こ

と
が
、
観
光
の
ひ
と
つ
の
方
便
な
ん
で

す
。
そ
こ
で
ね
、
そ
れ
は
非
常
に
必
要

な
こ
と
．
た
け
ど
、
と
同
時
に
そ
こ
に
は

朝
日
町
と
い
う
も
の
を
、
見
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
ひ
と

つ
の
大
き
な
名
胞
が
存
在
す
る
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
朝
日
町
の
制
光
の
越
本
と

い
う
の
は
、
あ
る
も
の
を
観
光
化
す
る

と
い
う
こ
と
が
一
設
大
切
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
c
存
在
す
る
、
朝
日
町

か
ら
動
か
せ
な
い
も
の
を
観
光
化
す
る

と
い
う
こ
と
が

一
帯
大
事
で
あ
り
、
こ

れ
が
ホ
久
に
観
光
化
で
き
る
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
乙
た
止
え
ば
、
ひ
と
つ

の
セ
ッ
ト
・
と
し
て
、
も
の
を
考
え
て
い

く
わ
け
で
、

先
ず
、
朝
日
町
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ひ
と
つ
の
自
然
、
そ
れ
か

ら
朝
日
町
が
持
つ
特
質
的
な
埋
蔵
文
化

財
、
朝
日
町
が
持
つ
民
俗
芸
能
、

朝
日

町
が
持
つ
民
芸
顕
彰
、

こ
う
い
う
こ
と

が
ひ
と
つ
の
観
光
資
源
に
な
る
の
で
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。

折
谷

去
年
ゃ
っ
た
よ
う
な
史
跡
め
ぐ
り

だ
と
か
、
あ
る
い
は
文
化
財
め
く
り
と

レ
っ
た
よ
う
な
、
町
の
心
の
ふ
る
さ
と

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
を
た
ず
ね
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
い
こ
い
を
求

め
た
り
価
値
を
求
め
た
り
す
る
。
こ
れ

が
い
ち
ば
ん
大
事
な
訴
本
と
し
て
、
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
思
う
し
、
い
く

つ
か
の

コ
l
λ
を
設
定
し
て
、
朕
史
を

た
ず
ね
る
ふ
る
さ
と
の
逝
だ
と
か
、
そ

う
い
う
も
の
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を
、

み
ん
な
が
ハ
イ
キ
ン
グ
、
歩
こ
う
会
、

遠
足
に
も
用
い
ら
れ
た
り
、
郷
土
学
習

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
郷
土
を
見
つ
め

あ
る
い
は
自
然
に
親
し
む
と
い
う
よ
う

な
こ
と
、
こ
れ
が
い
ち
ば
ん
大
切
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

九
星

ど
う
も
い
ろ
い
ろ
と
結
構
な
ご
窓

見
を
発
表
し
て
い
た
だ
ぢ
ま
し
て
ま

こ
と
に
官
制
緩
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

あ
朝
日
町
の
発
展
と
い
う
問
題
と
、
考

え
合
わ
せ
ま
し
て
文
化
財
と
い
う
も
の

は、

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
れ
は
も
う
則
一
せ
ず
し
て
一
致

し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し

地
減
社
会
の
開
発
と
い
う
も
の
と
、
郷

土
の
自
然
が
ぞ
こ
な
わ
れ
て
ゆ
く
と
い

う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
な
ん
と
か
し
て
ひ

と
つ
町
民
の
み
な
さ
ん
の
良
識
の
も
と

に
、
こ
の
文
化
財
ー
と
い
う
も
の
を
、
も

う
一
度
見
直
し
て
い
た
だ
レ
て
、

そ
し

て
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
、
文
化
財
の

愛
護
と
い
う
問
題
を
ふ
ま
え
て
、
朝
日

町
の
文
化
財
を
い
ま
一
段
と
、
開
発
し

て
い
く
こ
と
が
、
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
も
っ
て
こ
の
鹿
談
会
を
閉
じ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

…
文
化
財
は
、
私
た
ち
祖
先
の

…

大
き
な
遺
産
で
す
。

…
町
民
み
ん
な
で

愛
護
し
ま
し
ょ
う。
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災害復旧など続々完工

。林道城山線。

。峯越林道第1期工事。

本
住
九
月
に
被
習
を
う
け
ま
し
た
一
体
過

敏
山
線
（
宮
崎
地
内
尚
道
八
む
線
よ
り
城

山
へ
一今
る
綜
道
）
は
契
約
工
期
十
－
月
二

十
五
日
に
ド
ム
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
復
川
完
成
し
た
城
山
林
泊
V

棚
山
よ
り
羽
入
に
が
る
本
組
紘
一
泊
．

間

山
触
は
、
四
十
七
作
成
引
－
V
れ
分
紙
H
K
七．
h

六
米
‘
山
い
三

・
六
米
で
、
ょ
の
れ
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
線
の
附
泊
に
よ
門
川
水

米
関
林
野
の
開
発
に
間
作
さ
れ
る
も
の
大

な
る
も
の
が
あ
れ
，
ま
す
し

〈
下
段
右
の
写
真
は
開
通
し
た
u
t越
休

道
・：第

一
期

γ．事
V

…全一
一安川
一通…
一
六
V（
一

一
の山
一期一
一
久、ふ

だ
れ
も
が

交
通
事
政
を

望
ん
で
は
い
ま
せ
ん

一
人

一
人
が

交
通
安
全
に

心
が
け
ま
し
ょ
う

冬
の
道
路
は
、
凍
結
や
積
雪
な
と
で
、

危
険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
n

自
動
取
の
制
動

距
雌
は
、
泊
常
の
四
倍
か
ら
六
倍
が
必
要

と
な
り
、
見
と
お
し
も
必
く
、
道
路
山
員

も
せ
ま
く
な
り
が
ち
で
す
心

市ー
が
何
百
だ
け
で
な
〈
、
そ
の
刷
聞
の
人

や
は
合
に
、
多
大
の
山
内
・
を
ル
1
・じ
さ
せ
る

い
父
山
市
政
は
、
な
ん
と
し
て
も
挫
け
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
G

久
、
『
は
ふ
だ
ん
よ
り

一
一川
次
の
ニ
と
に
作

む
し
ま
し
ょ
う
。

1
．ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
い

錯
し
は
噴
火
明
似
に
山
付
し
ま
す
ω

2
除
Avi
p
M
m
勺
の
た
め
、
比
と
お
し
が
さ

か
な
い
場
所
が
刑
え
る
の
で
除
行
、

一

時
停
止
空
間
行
し
ょ
・7
0

－
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
な
ど
は
禁

物
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
前
に
、
ち
ょ

っ
と
出
泣
す
れ
ば
す
り
こ
と
で
す
。

4
車
の
点
倹
験
車
備
の
徹
底
、
デ
ア
ロ
ス
タ

ー、

ワ
イ
パ

ー
な
ど
の
故
附
が
以
わ
ぬ

市
放
を
呼
じ
ま
す
。

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
で
も
、
チ
3

l

ン
は

忘
れ
ず
に
備
え
つ
け
ま
し
ょ
う
G

E
歩
行
者
は
夜
間
な
ど
、
運
転
し
取
が
自
分

に
気
づ
い
て
い
る
と
思
っ
て
も
、
運
転

者
は
案
外
気
づ
い
て
い
な
い
も
の
で

す
ω

懐
中
電
灯
、
夜
光
テ

l
プ
な
ど
を

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

ら
飲
酒
の
機
会
が
多
い
と
き
で
す
。
酒
酔

い
運
転
は
器
質
な
運
転

の
ひ
と
つ
で

す
u

運
転
者
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人

も・

H

繋
る
な
ら
飲
む
な
、
飲
む
な
ら

航
れ
る
な
μ

、
を
合
い
守門般
に
、
飲
酒
運

転
の
絶
滅
を
進
め
ま
し
ょ
う
ω

交
通
取
り
締
ま
り
か
ら

C
－
涼
動
機
付
自
転
車
が
、
強
制
保
険
に

加
入
せ
ず
超
転
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

什
い
た
っ
て
こ
の
逃
反
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
似
動
機
付
山
転
併
は
必
ず
む

強
制
保
険
に
加
入
し
て
釆
り
ま
し
1

．ヘノ

（

U

自
向
車
で
繁
栄
尚
へ
貨
物
な
ど
に
来

た
と
be
は
、
必
ず
駐
市
場
へ
恥
取
さ
せ

ま
し
ょ

3ο
あ
な
た
の
迎
法
院
呪
が
、

交
幼
明
依
の
似
川
内
た
作
っ
て
い
ゐ
か
も

知
れ
ま
せ
ん
り

老

人

の

交
通
事
故
を

な
く
す
る
た
め
に

缶
入
の
交
油
引
依
激
刷
引
か
ら
、
お
か
小
得

り
の
み
々
に
お
λ

泊
LN
l

小げが
身
に
つ
け
て

も
ら
お
う
と
、
」l
二
川
ト
九
日
間
祉
七
〆

タ
1
必
人
制
定
に
お
い
γ

て
、
入
部
御前
限
切れ

作
川
文
池
畑
山
以
故
び
に
布
地
・
・
k
幹
念
講
削

に
、
お
か
咋
均
り
の
方
々
七

O
人
余
が
診
加

し
て
交
通
ル
l

w
の
講
制
副
会
を
凶
主
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、

「
街
の
中
は
辿
成
制
限

が
三
十
粁
に
ふ
か
か
わ
ら
ず
拡
ス
ピ
1

ト

で
走
る
白
勤
取
が
あ
り
危
険
で
あ
る
。
特

に
恋
い
者
が
多
い
・一、

「
商
店
街
で
の
不
法

駐
車
が
最
近
多
く
な
り
、
孜
々
老
人
の
歩

行
や
憤
断
が
危
険
で
あ
る
」
等
、
取
り
締

ま
り
の
強
化
が
う
っ
た
え
ら
れ
、
ま
た
夜

間
の
自
転
車
に
の
っ
て
自
動
車
と
す
れ
ち

が
う
際
、
自
動
車
の
ラ
イ
ト
で
自
が
く
ら

み
危
険
で
あ
る
の
で
、
運
転
者
に
指
導
を

ね
が

い
た
い
等
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
多

く
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
恐
ろ
し

い
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
今
後
は

各
タ
ラ
プ
毎
に
交
通
安
全
講
習
会
を
閲
bc

悲
惨
な
交
通
事
依
防
止
に
立
ち
あ
が
ろ
う

と
約
束
し
合
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

遺

言

の

は

な

し

－
身

近

な

法

律

。
家
庭
法
判
所

。

遺
書
は
、
法
伶
に
定
め
ら
れ
た
い
々
ぃ
人
を

備
え
た
占
矧
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぞ
れ
は
、
遺
ヨパ
者
の
死
後
に
な
っ
て
、

ほ
ん
と
－
コ
れ
気
持
か
ら
泣
．日
が
な
さ
れ
た

か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
内
科
を
め
く
っ
て

争
い
が
起
き
る
’
」
と
を
仰
ぐ
た
め
な
の
で

す
。泊
、パ
の
内
科
に
つ
い
て
は
子
の
認
知
、

後
見
人
の
指
定
、
相
続
人
の
魔
除
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
一
役
多
く
利
用
さ
れ
る
の

は
死
後
の
遺
産
の
処
分
方
法
で
す
。

遺
「一パ
を
す
る
に
は
、
自
筆
証
・
官
、
公
正

証
書
、
経
由
留
経
・
の
三
つ
の
い
み
法
が
あ
り

ま
ず
。
自
筆
証
書
に
よ
る
泣
討
は
、
遺
育
者
が

向
分
で
泣
宮
市
町
の
全
文
、
日
付
、
氏
名
を

占・
8
、－
』れ
に
印
を
押
し
て
作
る
も
の

で
す
。
こ

の
方
式
は
、
出
円
分
だ
け
で
遺

・
百
九
円
を
作
成
で
be
る
簡
単
さ
が
あ
り

ま

す
。次
に
公
正
証
書
に
よ
ゐ
遺
一
言
は
、
遺
↓両

者
が
証
人
二
人
は
上
へ
相
続
人
や
そ
の
配

偶
者
等
は
な
れ
ま
せ
ん
）
の
而
前
で
、
泊

言
の
内
容
を
公
証
人
に
述
べ
て
作
成
L
て

も
ら
う
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
手
間

や
費
用
が
か
、
り
ま
ナ
が
、
公
一
証
人
が
遺

言
の
作
成
に
関
係
し
ま
す
の
で
、
内
容
に

つ
い
て
争
い
が
起
き
た
り
、
無
効
に
な
っ

た
り
す
る
位
険
が
少
な
く
、

ま
た
遺
言
討

を
公
証
人
役
場
で
保
管
す
る
の
で
、
紛
失

や
変
造
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

秘
密
証
書
に
よ
る
泊
宵
は
、
泣

－Z
者
が
泣
言
書
を
作
成
し
て
署
名
抑
印
し

た
う
え
．
封
筒
に
人
れ
過
ぎ
古
に
抑
印
し

た
印
で
封
印
し
ま
す
。
こ
れ
を
公
正
証
鴨
川

に
よ
る
遺
言
の
と
き
と
問
機
一
一
人
は
上
の

証
人
と
公
証
人
の
前
に
提
出
し
、
臼
分
の

遺
白
書
で
あ
る
こ
と
を
誕
明
し
て
も
ら
う

の
で
す
。

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
必
百
川
は
、
公

正
説
必
に
よ
る
地
J
H叶
を
除
き
、
保
骨
折

は
、
本
人
の
托
後
す
み
や
か
に
家
低
減
判

所
に
脱
出
し
て
「
倹
箆
t

を
党
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
こ
の

一検
・必
」
は
、
地

〔，H
K
H
の
変
造
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
九

れ
た
手
続
き
で
す
。

池
hγ
い
を
す
る
と
き
は
、
家
政
の
拠
怖
を

よ
く
考
・え
、
死
後
も
ん
氷
欽
が
お
ー
い
に
仲

よ
く
生
活
で
き
ゐ
ょ
う
削
服
し
た
し
γ

も
の

で
す
。

ま
た
、
州
統
人
も
組
討
民
引
の
辿
忘

を
十
分
前
将
軍
す
る
よ
う
心
が
け
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
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全
国
第
四
位
に
入
賞

第

一

回

全

国

障

害

者

技

能

競

技

大

会

洋
服
部
門

U

鍋

島

信

君

ひ

去
る
十
一
一
州
十
八
日
i
十
九
日
の
二
日

間
に
豆
り
、
東
京
中
央
技
能
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
皇
大
子
殿
下
、
問
妃
殿
下
ご
肱

席
の
下
、
第
一
回
令
国
障
害
者
技
能
競
技

大
会
が
聞
か
れ
、
こ
れ
に
沼
山
県
代
表
と

し
て
、
出
場
し
た
捌
け
町
淀
川
、
テ
ー
ラ

ー
オ
カ
ザ
キ
勤
務
の
、
掛
札
制
信
一
江
（
二

or）
が
見
事
A
K川
第
内
抗
に
入
吋
し
ま

し
た
。

さ

こ
の
大
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
却
門

に
分
か
れ
鍋
品
川
け
は
山川
場
弱
小
の
以
年

少
で
－
」
の
栄
’
A
U
’V
』
か
ち
川
け
た
も
の
で
寸
。

な
お
、

八
万
円
は
そ
の
行
状
と
メ
〆

－w
V

あ

内 務総 c：ご： 際
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ド、

ー
成
人
に
な
っ
た
方
は

l
J

F

｜
l
国
民
年
金
に
加
入
を

L

成
人
に
な
る
と
、
ひ
と
り
の
社
会
人
と

し
て
、
選
挙
権
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

権
利
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が

同
時
に
い
ろ
い
ろ
な
義
務
も
生
じ
ま
す
。

な
か
で
も
、
社
会
保
険
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
は
、
一
番
大
切
な
義
務
の
一
つ
と

い
え
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
若
レ
働
け
る
う
ち
に
老

後
の
生
活
や
万
一
の
事
放
に
附
ぇ
，
o
た
め

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

二
十
歳
以
上
の
日
本
人
で
、
厚
生
年
金

や
各
種
共
済
組
合
、
船
員
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
っ
か
く
。
私
た
ら
の
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
年
令
制
度
で
す
か
ら
、
附
れ
て
此
人

と
な
っ
た
記
念
す
ベ
合
作
に
、
将
米
な
巧

え
て
同
日
比
年
金
に
加
入
し
ま
し
J

う
υ

ー
障
害
年
金
を
l
i

l
i
－
－

一

受

け
ら
れ
る
条
件
し

障
害
年
金
は
つ

g
の一

・
こ
の
糸
件
の

う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
、
は
じ

め
て
低
者
に
か
か
っ
た
日
か
ら
一
一一
年
た
っ

た
白
、
ま
・
に
は
三
年
以
内
に
な
お
り
抗
状

が
間
定
し
た
日
（
綴
疾
認
定
日
と
い
い
ま

す
）
に
法
律
で
定
め
た
綬
挟
の
状
態
に
な

っ
た
ば
あ
い
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

－
e

加
入
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る
と
き
は

濠
疾
認
定
日
ま
で
に
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。

①
援
疾
認
定
日
の
直
前
の

一
年
間
は
、

す
べ
て
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ

と。

め
欝
疾
認
定
日
の
直
前
の
三
年
間
が
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
免
除

矧
聞
で
満
た
さ
れ
て
い
る
w

｝
と。

①
十
五
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
る

期
間
が
あ
る
こ
と
。

①
五
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
期
間
が
加
入

期
聞
か
ら
保
険
料
免
除
期
間
を
除
い

た
期
間
の
三
分
の
二
以
上
あ
る
こ
と

①
老
令
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
る
、」と
o

z国
民
年
金
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
て
か

ら
の
ば
あ
い
は
、
老
令
年
金
の
資
格
期

間
を
満
た
し
て
お
り
六
十
五
才
米
満
で

あ
る
こ
と
υ

年

金

制
一
級
附
叩
一
回
年
余
矧
二
三
一
、
0
0
0川

二
級
附
響
年
金
絹
一

O
E
、六

O
O
円

1
障
害
宿
祉
年
金
に
つ
い
て

支
給
を
う
け
る
条
件

つ
ヴ
の
よ
う
な
ば
あ
い
に
い
え
給
さ
れ
ま

す
。
①
二
十山イ
仙
か
ら
虫
レ
縦
肢
の
状
態
（

一

級
附
山
自
作
中
金
に
柑
当
）
に
あ
る
か
、
悶

民
作
A
M
が
発
足
し
た
附
和
三
十
六
作
阿

川
十
川
前
か
ら
ahい
艇
決
の
状
態
に
あ

っ
た
と
念
。

①
川
川
凶
作
九
切
に
加
入
し
て
一
午
ポ
淵
で
あ

り
、
似
険
糾
を
紛
糾
し
て
い
な
い
か
、

免
除
川
川
を
除
い
た
加
入
期
間
が
五
年

以
上
わ
り
、
そ
の
で一
分
の
二
以
上
が
保

険
料
を
納
め
た
期
間
で
あ
る
ζ

と。

①
川
一

m間
十
円
年
間
パ

一

u以
前
に
作
ま

れ
て
七
十
J
ま
で
に
市
一
い
附
悦
に
か
か

っ
た
と
き
。

年

金

額

六
O
、
0
0
0円
（月
額
五
、

0
0
0円
）

申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
医
附
の
診
断
書

が
必
安
で
す
。
用
紙
は
役
場
国
民
午
A
W
係

で
直
っ
て
下
さ
い
。

参
考
附
哨
…
川
年
金
を
う
け
ら
れ
る
礎
技
の

状
態
の
例

一
級
障
害
年
金
の
例

①
両
限
の
視
力
の
和
が

O
、

O
四
以
下

の
も
の
（
メ
ガ
キ
を
か
け
て
も
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
人
）

①
両
耳
の
聴
力
摘
失
が
九

O
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
も
の
（
耳
が
ま
っ

た
く
さ
こ

え
な
レ
人
）

①
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有

す
る
も
の
（
γ
ヤ
ツ
の
着
脱
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
く
つ
下
を
は
け
な
レ

な
ど
口
常
生
活
の
用
を
弁
ず
る
に
不

能
な
』
」
と
）

①
向
上
肢
の
す
べ
て
の
指
の
機
能
に
者

し
い
障
害
を
残
す
も
の
〈
指
が
な
い

か
、
あ
っ
て
も
な
い
と
問
機
の
状
態

の
も
の
〉

①
4

向
下
肢
の
機
能
に
苦
し
い
臨
出
国
を
有

す
る
も
の
（
訟
必
開
放
な
ど
の
補
装
具

を
使
わ
な
い
と
歩
け
な
い
と
い
う
状

態）

①
身
体
の
機
能
の
健
省
文
は
長
期
に
わ

た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
も
の
（
食

事
、
用
使
、
入
が
等
の
日
常
生
活
で

叫
に
他
人
の
介
躍
を
必
要
と
す
る
状

態）

①
新
神
の
附
叫
が
あ
っ
て
、
以
上
の
持

政
の
状
態
と
閉
じ
程
度
の
綴
疾
の
状

態
で
あ
る
も
の
〉

⑤
・
対
体
の
機
能
の
附
伸
一
回、
病
状
ま
た
は

料
神
の
附
苫
が
玖
桜
す
る
場
合
で
あ

っ
て
、
そ
の
状
態
が
以
上
の
擬
疾
の

状
態
と
同
じ
ね
皮
の
緩
疾
の
状
態
で

あ
る
も
の
）

ニ
級
締
官
官
年
金
の
例

①
向
阪
の
視
力
の
和
が

O
、

O
五
以
ト
ハ

O
、

O
八
以
下
の
も
の

（
メ
ガ
ヰ
脅

か
け
て
も
ぼ
ん
や
り
と
し
か
見
え
た

い
人
）

①
両
耳
の
時
カ
損
失
が
八

O
デ

シ
．ベ
戸

以
上
の
も
の
（
ほ
と
ん
ど
き
こ
え
な

い
越
度
の
も
の
）

①
音
声
や
言
語
機
能
に
悲
し
い
障
答
を

残
す
も
の
（
こ
と
ば
が
し
ゃ
べ
れ
な

い
状
態
）

＠
岡
上
肢
の
す
べ
て
の
指
の
な
い
も
の

ゃ
、
指
の
機
能
に
著
し
い
障
害
を
有

す
る
も
の
（
片
手
の
指
が
す
べ
て
な

い
か
、
あ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
な
い
ム

同
じ
よ
う
な
状
態
）

①
一
下
絞
の
障
告
を
有
す
る
（
係
葉
以

な
ど
使
わ
な
け
れ
ば
歩
く
こ
と
が
同

銀
な
状
態
）

①
体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な

い
程
度
の
陣
筈
含
有
す
る
も
の
（
か

ら
だ
全
体
が
歪
山
し
た
り
、
重
度
の

陣
容
の
た
め
歩
く
』』と
が
で
き
な
い

程
度
の
障
害
を
有
す
る
も
の
〈
か
ら

だ
全
体
が
歪
曲
し
た
り
、
京
度
の
障

害
の
た
め
歩
く
こ
と
が
で
設
な
い
状

態）

①
身
体
の
機
能
の
慨
世
ま
た
は
長
期
に

わ
る
安
静
を
必
事
と
す
る
も
の
（
食

事
、
用
使
、
入
浴
等
の
日
常
生
前
た

が
い
お
し
い
制
限
を
う
け
て
、
時
に
応

じ
て
他
人
の
介
護
を
必
裂
と
す
る
状

態）

＠
制
仰
の
附
山
口
が
あ
っ
て
、
以
上
の
桜

民
の
状
態
と
同
じ
経
度
の
傍
侠
の
状

態
で
あ
る
も
の

一
ド

第

三

日

曜

日

は

一

．
 

一
る

家

庭

の

日

一

一
ぐ

家

族

み

ん

な
で

拾

し

あ
い

…

・f
1
4

j
a

a

－－－
 
－
 

一
…r

力

を

出

し

あ

い

一

一
る

一

・
／
、

同

一
家

一

一
る

一

一
守
一
を

一

一年

一

一少
…
青

…

楽

し

み

あ

い

ま

し

ょ

う

自
転
車
の
ニ
人
乗
り

無
灯
火
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

必

と

な

も

よ
ど

も

も

交
J

迅
ル
l

ル
を
守
り

み

ん

な

で

法

意

し

あ

い

ま

し

ょ

う

no－－「
D
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自他共栄を理想に

〈泊 政治協会）

一 柔道クラブー

青年のクループサークル活動

昭和 48年 i月 10 B 
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精力善用一
後
退
は、

戦
後
軍
問
主
義
的

思
怨
と
混
同
さ
れ
、
剣
道
と
共

に
一
時
点
地
宏
見
た
が
、
戦
後

い
ち
早
く
ス
ポ
ー
ツ
，
ぶ
泊
と
し

て
復
活
を
凡
、
本
年
行
な
わ
れ

た
ζ

・
ュ
ン
へ
ン

オ
リ

ン
ピ

γ
ク

大
会
に
お
い
て
も
各
国
の
降
憾

の
様
子
が
う
か
が
え、

今
や
日
本
だ
け

の
柔
道
で
は
な
く
、
松
界
の
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
広
く
愛
好
者
を
附
や
し
つ
与
あ
り

ま
す
。
柔
道
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
「
軒
々

替
用
」

「
白
他
共
栄
」
の
こ
つ
で
、
他
の

ス
ポ
ー
ツ
以
上
に
泊
を
尊
ぶ
も
の
で
、
強

く
な
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
柔
道

修
業
の
過
程
に
お
い
て
生
ま
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
魂
と
人
絡
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
い
わ

れ
、
い
わ
ゆ
る
心
身
岡
田
の
修
費
売
目
的

と
し
た
臼
己
完
成
と
、
共
存
共
栄
に
役
立

つ
修
身
と
体
河
と
武
術
を
合
わ
せ
た
三
部

修
養
原
理
を
追
求
す
る
も
の
で
、
背
少
年

育
成
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
最
も
有
意
義
な

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
二
午
、
有
志
が
集
ま
っ
て
拍

武
道
協
会
を
設
立
し‘

以
来
朝
日
町
に
お

い
て
も
多
く
の
震
好
者
を
得
、
A
7
や
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
柔
道
ク
ヲ
プ
n
M
を
合
め
て
会

員
は
既
に
五
十
名
を
突
破
し
、
練
淘
は
泊

二
回

（丹
、
木
、

夜
七
時
三
十
分
J
九
時

三
十
分
）
、
泊
小
川
子
校
講
堂
を
練
習
場
と

ひさあ第209号（密議会易会i})

一
県
き
牛
起
き
あ
が
る
と
き
カ
ム
た
る
肉
（
し
し
）
む
ら
一
瞬
光
仙
似
て
り

一
近
滑
れ
ば
ね
ま
れ
る
件
の
物
倦
げ
に
わ
ず
か
叫
ひ
ら
を
ま
た
閉
じ
に
け
り

一
附
札
部
の
照
動
に
ゆ
だ
ね
大
三
？
の
乳
作
ら
れ
つ
七
地
よ
げ
な
る

一
牧
場
－

Z
蹴
る
る
わ
れ
を
喚
ば
う
が
に
い
ず
れ
の
牛
か
ひ
と
一
円
叩
段、
し

牛

の

歌

ね
ま
る
あ
り
草
食
む
あ
り
て
牧
同
の
牛
ら
い
ち
よ
う
に
陽
炎
の
な
か

j玄

1
 
1
 

1
』
／

主主

義

し
て
心
身
の
鯨
麿
に
は
げ
ん
で
お
り
、
定

則
大
会
は
年
二
回
、
少
年
、
青
年
共
引
下

新
川
地
民
大
会
に
川
場
し
底
究
を
あ
げ
て

お
り
ま
す
。

代
表
者

指
導
者

民
政
小
品
作
（
四
段
）

小

杉

勇

（

二

円

）

中
陳
将
夫
（
二
段
）

市

氷

満

（
二
段）

ハ
写
其
は
柔
道
タ
？
フ
の
練
習
V

行

事

予

定

V
第
十
四
回
町
民
柔
道
大
会

一
月
二
十
一

日
（
日
）
午
前
九
時
半
桜

町
公
民
館

種
目
中
学
校
団
体
刷
、

高
校
団
体
戦

地
区
対
抗
凶
休
戦
、
小
学
セ
個

人
戦
、
有
段
お
側
人
戦
、
無
段

者
側
人
戦

V
第
十
七
回
町
民
ス
キ
l
大
会

一一
月
四
日
（
日
〉
午
前
十
時

一二
峰
ス
キ
l
湯

頭

H

大
回
転
、
小
学
校
託
、
六
年
男

女
、
小
川
一
寸
校
出
火
、

一
般
男
女

中
山
子
校
お
よ
び

一
般
の
到
チ
は

一
部
、
二
郎
に
分
け
て
行
な
い

ま
す
。

北
日
本
政
型
選
者

広
報
刷
柴
委
員

ー
泊
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」

一

ー

J

少

年

団

誕

生
し

ス
ポ
ー
ツ
所
動
に
よ
り
少
年
の
市
動
広

欲
を
満
足
さ
せ
、
自
己
形
成
の
態
度
を
喪

お
う
と
、
こ
の
ほ
ど
山
小
学
校
五
、
六
作

生
児
官
一
を
中
心
と
し
て
泊
バ

ス
ケ

ッ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。泊
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
l

w
ス
ポ
ー
ツ
少
年

間
の
結
成
は
朝
日
町
で
は
、
泊
柔
道
、

泊

サ

y
方

l
、
朝
日
町
水
泳
の
各
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
続
い
て
問
問
日
で
、
毎
日
限
H

泊
パ
ス

ケ
y

ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
プ
員
の
抽
怖
い
む

な
指
議
の
も
と
、
寒
さ
に
も
め
げ
ず
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

八
写
真
は
練
習
風
長
V

． －－－－－－・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

U

魚
津
税
務
所

H

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の
利
誌
を

議
渡
所
得
と
い

い
、
二
れ
に
対
し
て
所
得

脱
が
か
か
り
ま
す
。
ょ
の
譲
渡
所
得
の
税

金
は
、
土
地
問
組
の
解
決
な
ど
の
た
め
に

ふ
つ
う
の
所
得
裂
と
は
別
に
し
て
異
な
っ

た
方
法
で
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
そ
れ
で
、
そ
の
説
金
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
ナ
。

一
、
譲
渡
の
場
合

譲
渡
所
得
は
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計

抗
し
ま
す
。

脳
同
開
爵
強
｜
（
問符お
足
＋
結
時
郎
通）

H
州知
需
部
お

取
得
費
は
、
売
っ
た
資
産
の
購
入
代

ハ0
4
l
n
o

H
貯
金
通
帳
の

保
管
は
完
全
に
リ

こ
の
ご
ろ
、
貯
金
泊
帳
な
ど
が
盗

ま

れ、

知
ら
ぬ
ま
に
払
い
も
ど
さ
れ
て
い
る

事
件
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
、
全
国
ど
こ
の
郵
便
局
で

も
払
い
も
ど
し
が
で
き
ま
ず
か
ら
、
せ
っ

か
く
た
め
た
貯
金
を
盗
ら
れ
な
い
よ
・コ

に
、
次
の
よ
う
に
世
立
し
ま
し
ょ
・
コ
G

〈
〉
通
帳
と
は
ん
こ
は
別
々
に
保
管

貯
金
通
艇
と
は
ん
こ
が
一
結
に
瓶
ら
れ

る
の
が
八
割
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
0

0
盗
ら
れ
た
ら
す
ぐ
郵
便
局
へ

犯
人
は
す
ぐ
に
払
い
も
ど
し
て
い
る

の
に
、
被
害
者
か
ら
す
ぐ
届
け
出
る
も

の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

。
一
戸
締
ま
り
と
心
の
備
え
も
大
切
に

犯
人
は
友
人
や
親
族
な
ど
親
し
い
間

柄
の
者
が
五
割
も
し
め
て
い
ま
す
。

北
陸
郵
政
監
策
局

泊

郵

便

局

~t. 

電

よ

。た

り

降
雲
期
の
感
電
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

O
電
線
が
切
れ
て
た
れ
下
が
っ
て
い
る
と

h
F
U
 

O
テ

ν
ピ
の
ア
ン
テ
ナ
が
折
れ
て
電
線
に

ふ
れ
て
い
る
と
き

O
竹
な
ど
が
電
紘
に
ふ
れ
て
い
る
と
き

こ
ん
な
と
き
は
危
険
で
す
。
さ
わ
ら
ず

に
す
ぐ
北
屯
泊
町
業
所
へ
辿
絡
を
、

（
電
話
①

O
O二
八
番
）

ま
た
古
お
ろ
し
の
と
き
は
、
近
く
の
電

線
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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金
や
晴
入
手
数
料
な
ど
で
す
が
、
ぞ
れ

が
鑓
波
価
額
の
五
%
よ
り
少
な
い
州
場
合

に
は
、
取
得
貨
を
そ
の
譲
渡
価
絡
の
宜

%
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

譲
渡
費
用
は
、
仲
介
手
数
料
や
測
位

費
な
ど
資
産
を
譲
渡
す
る
た
め
に
女
川

し
た
費
用
で
、
貸
家
の
譲
渡
に
際
し
て

支
払
っ
た
立
ち
の
き
料
も
合
ま
れ
ま

す
。譲
渡
所
得
は
、
売
っ

た
資
産
を
持
っ

て
い
た
期
聞
に
よ
っ
て
、

長
期
譲
渡
所

得
と
短
期
譲
渡
所
得
に
区
分
し
、
異
な

っ
た
方
法
で
税
金
を
計
算
し
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
五
年
を
こ
え

る
期
間
持

っ
て
い
た
土
地
や
建
物
な
克

っ
た
掛
合
の
譲
渡
所
得
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

〈
短
期
は
五
年
以
下
を
云
う
〉

H
長
期
譲
渡
所
得
の
税
額
の
計
算

長
期
譲
渡
所
得
の
税
額
は
次
の
算
式

に
よ
っ
て
計
算
し
ま
す
。

（期
滞
跨
温
帯

l
事
国
一」沼
郡滑〉

X
諜則
前

H
擢
蛍
特
別
控
除
額
は
、
ふ
つ
う
一
O
O
万

円
で
す
が
、
譲
渡
の
内
容
に
よ
っ
て
次

の
よ
う
な
特
別
控
除
が
あ
り
ま
す
。

ィ
、
収
用
対
象
事
業
の
た
め
に
土
地
な

ど
を
譲
渡
し
た
場
合
、
一
、
二
O
O
万
円

ロ
、
日
本
住
宅
公
団
な
ど
が
行
な
う
土

地
医
画
筆
理
事
業
の
た
め
に
、
土
地

な
ど
を
譲
渡
し
た
場
合
、六
O
O
万
円

ハ
、
特
定
の
民
間
住
宅
地
造
成
務
策
な

ど
の
た
め
に
・エ
地
な
ど
を
譲
渡
し
た

場

合

、

三

O

O

万

円

＝
、
農
地
保
有
の
合
一
階
化
な
ど
の
た
め

に
農
地
等
を
譲
渡
た
場
介
、
一
五

O
万
円

ホ
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
建
物
や
そ
の

敷
地
を
譲
渡
し
た
犠
合
、

一、

0
0
0万
円

ひさあ第209号（昭和32年8月8日）
第3種郵便物認可(11) 

税
率
は
、
附
恥
阿
十
七
、
四
十
八
年

－

に
譲
渡
し
た
場
人
け
は

一
五
%
、
昭
和

一

四
十
九
、

五
十
年
に
設
渡
し
た
場
合

は
二
O
%
で
す
む

伺
、
短
期
譲
渡
所
得
の
税
額
の
計
算
、
短

一

叫
譲
渡
所
得
の
税
額
は
、
次
の
二
つ
の

一

心
刀
法
で
計
算
し
た
金
額
の
う
ち
、
ど
ち

ら
か
高
い
方
の
金
紺
と
な
り
ま
す
。

的
、

譲
渡
所
得
の
四
%
相
当
額

刷
、

譲
渡
所
得
を
ほ
か
の
所
得
と
合
算

し
て
通
常
の
所
得
税
の
計
算
方
法
で

算
出
し
た
税
額
の
う
ち
、
譲
渡
所
得

に
か
か
る
税
簡
の

一一

O

%
相
当
額

な
お
、
短
期
譲
渡
所
得
に
は
、

一
O

O

万
円
の
特
別
押
除
は
あ

η
ま
せ
ん
。
し

か
し
、

H
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
場
合
の

特
別
控
除
は
、
題
朋
謹
渡
所
得
か
ら
も

持
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

んげ
・
今
月
の
税
金
は

んツ

川
県
民
税
第
四
期
分
お
よ
び
、

国
民
健

牒
保
険
税
第
四
間
分
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し

ょ
う
。図

書
館
だ
よ
り

。
図
欝
館
は
十
月
か
ら
朝
日
町
福
祉

セ
ン

タ
！
の
三
階
に
移
り
ま
し
た
。

新
し
し
γ

閲
覧
室
で
ゆ
っ
く
り
読
書
が
で

き
ま
す
。

。
図
書
館
は
無
料
で
す

図
譜
館
は
あ
な
た
の
書
斎
で
す
、

気
軽

に
利
用
し
ま
し
ょ
ぅ
。

O
開
館
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（
目
椛
日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
）

。
休
館
日
、
毎
週
月
曜
日
．
国
民
の
祝
日

。
見
た
い
本
、
思
み
た
い
本
は
、
ど
ん
な

本
で
も
、

町
の
図
書
館
に
な
い
本
で
も
つ
ご
う
で

主
ま
す
。

新

•L' * 
との 骨
り ふ漫

もさヨ筆
どと

号を
つ

間

部

善

治

ひ
と
こ
ろ
、
親
子
の
断
絶
と
か
、

核

家
政
と
か
い
う
と
と
が
、
し
き
り
に
マ

2

コ
ミ
で
騒
が
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ご

ろ
あ
ま
り
話
題
に
の
ぼ
ら
な
く
な
っ
た

の
は
、
す
っ
か
り
社
会
に
定
柏
市
し
て
し

ま
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

近
ご
ろ
の
街
踊
に
は
、
男
女
の
識
別

困
離
な
男
性
民
監
狭
や
、
ち
ょ

っ
と
か

が
め
ば
お
尻
が
ま
る
見
え
で
、
視
線
の

や
り
腸
に
困
る

よ

う

な

ミ
－
一
の
氾
ら

ん
、
こ
れ
も
い
つ
し
か
抑
れ
て
し
ま
っ

た
感
c

紋
付
羽
織
怖
が
既
に
民
俗
衣
裳

と
呼
ば
れ
る
今
日
で
す
が
、
懐
古
・
正
義

と
噺
笑
さ
れ
よ
う
が、

古
レ
も
の
に
は

い
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
よ

特
に
精
神
的
な
も
の
に
は
ね
。
二
と
し

も
新
年
を
迎
え
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と

に
拘
ら
ず
、
自
動
的
に
馬
齢
を
重
ね
る

に
宝
り
ま
し
た
が
、
ま
こ
と
に
感
懐
に

乏
し
い
正
月
で
す
。

こ
の
ご
ろ
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
こ
ん

な
草
深
い
田
舎
で
さ
え、

餅
つ
き
の
杵

の
音
な
ん
ざ
あ
録
音
し
て
お
き
た
い
く

ら
い
稀
少
価
値
が
あ
が
っ
て
い
る
し
、

ひ
ど
い
の
は
、
お
供
え
用
の
鏡
餅
が
石

膏
や
素
焼
に
な
っ
て
堂
々
と
店
聞
に
躍

り
出
て
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
米

が
余
り
す
賀
、
て
減
反
政
策
な
ど
が
行
な

わ
れ
て
い
る
今
日
、
い
や
は
や
言
葉
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
ご
ろ
の
お
せ
ち
料
開
に

し
た

っ
て
そ
う
で
す
よ
、

｝
家
の
主
婦

や
お
ふ
く
ろ
が
心
を
こ
め
て
作
っ
て
こ

そ
、
正
月
料
限
の
味
が
す
る

っ
て
も
ん

で
、
デ
パ

ー
ト
の
食
品
部
か
ら
セ

ッ
ト

で
買
っ
て
き
て
、
い
く
ら
き
れ
い
に
並

べ
て
み
た
っ
て
、
身
内
の
情
が
介
在
し

な
レ
か
ら
、
形
式
だ
け
が
罫
や
か
に
椛

ら
れ
て
い
る
と
い
う
に
し
か
過
智
ま
せ

ん
。た
と
え
体
裁
が
悪
く
と
も
、
裂
や
お

ふ
く
ろ
が
作
っ
た
料
理
こ
そ
素
朴
で
あ

っ
て
も
ほ
ん
と
う
の
味
が
す
る
っ
て
も

ん
で
す
。

つ
い
で
に
も
う
ひ
と
こ
と
、
戦
後
の

日
本
人
に
、
台
所
革
命
を
も
た
ら
し
た

名
種
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
こ
そ
そ
も

そ
も
家
族
断
絶
の
元
兇
で
あ
る
と
回
一
言

し
た
い
の
で
す
。

そ
こ
に
は
妻
や
お
ふ
く
ろ
が
作
っ
た

と
い
う
直
築
的
な

「
情
」
が
介
夜
せ

ず
、
単
・
に
生
理
的
空
服
感
を
満
た
し
て

く
れ
る
の
だ
け
の
も
の
で
し
か
な
く
、

さ
き
ほ
ど
の
お
せ
ち
料
理
の
セ

ッ
ト
と

金
く
同
一
で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
合
理
主
義
か
ら
く
る
「
断

絶
」
の
要
因
が
帯
ん
で
い
る
の
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

物
質
的
文
化
生
活
に
つ
い
て
い
く
た

め
、
夫
婦
は
共
稼
ぎ
、
子
供
は
力
ギ
ァ

子
、
疲
れ
て
帰
っ
た
妻
に
、
心
温
ま
る

手
料
理
な
ど
期
待
す
る
な
ど
無
理
と
は

言
う
も
の
の
、
と
に
か
く
突
質
も
大
切

だ
が
精
神
は
な
お
さ
ら
大
切
で
あ
る
こ

と
を
心
し
て
い
た
だ
・
ぎ
た
い
も
の
。

え
び
は
メ
キ
シ
コ
、
こ
ん
に
ゃ
く
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
、
の
り
は
韓
国
、
あ
ず

き
は
カ
十
ダ
そ
ば
は
．
フ

ラ
ジ
ル
か
ら
輸

入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
今
日
、
せ
め
て

正
月
料
理
く
ら
い
日
本
人
の
奥
様
や
お

ふ
く
ろ
さ
ま
に
お
ね
が
い
し
た
い
心
？

ま
こ
と
に
切
。

子
供
を
中
心
に
し
た
定
月
の
い
ろ
い

ろ
な
あ
そ
び
ゃ
民
俗
行
事
や
風
習
な
ど

せ
め
て
こ
ん
な
図
舎
に
だ
け
で
も
残
し

て
お
き
た
い
も
の
。

こ
の
よ
う
な
心
の

ふ
る
さ
と
を
守
る
努
力
が
「
断
絶
」
を
防

ぐ
い
と
ぐ
ち
と
は
な
ら
ぬ
も
の
か
、
ガ

ン
パ
ラ
ナ
ク

ァ
チ
守

（園町
日
町
社
告
敏
曹
掴
湾
局
広
縄
問
帽
第
闘
要
員
長
｝

「
’E 話
機

宇多
U 転
込 h

空芝

目

民
近
、
電
話
の
移
転
な
ど
の
工
事
が
た

い
へ
ん
こ
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
急

な
お
申
し
つ
け
の
場
合
は
、
工
事
が
間
に

合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
お
家
の
改
築
、
模
接
替
え
が
き

ま
っ
た
ら
、
電
話
機
の
こ
と
も
お
忘
れ
な

く
十
日
ぐ
ら
い
前
に
ご
注
文
い
た
だ
け
れ

ば
、
約
米
の
日
に
士
事
が
で
き
ま
す
。

。
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は

朝
臼
位
制
相
電
話
局

電
話
二
｜

一
O

O

O

〈
無
料
）

「
ー
黒
部
高
等
技
能
学
校

l
」

－I
l
l
－
－
訓
練
生
募
集
し

短

期

間

で

新
し
い
筏
能
を
身
に

つ
け
る

黒
部
高
等
技
能
学
校
で
は
、
つ
U
C
の
要

項
で
悶
和
四
十
八
年
度
訓
練
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

［
応
募
手
続

2
選
考
方
法

1
受
付
期
間

入
校
願
書
提
出

面
接
お
よ
び
適
性
検
査

昭
和
四
十
八
年
二
月
末
日

ま
で
木
紛
工
芸
科
、
機
械
科
、

電
気
機
器
科
、
自
動
車
整

備
科
、
連
築
科

E
在
校
中
の
特
典

O
授
策
料
は
い
り
ま
せ
ん
。

O
教
材
等
は
貸
与
し
ま
す
。

O
入
学
時
に
お
い
て
、
失
業
保
険
受

給
資
絡
の
あ
る
人
は
、

引
き
続
き

修
了
時
迄
受
給
で
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ま
す
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O
三
十
五
才
以
上
で
失
業
保
険
の
な

い
人
に
は
、
一

日
約
千
円
の
訓
練

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

4
訓
練
科
目
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後
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働
き
な
が
ら
学
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奨

学

生

募

集

。
競
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新
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社
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働
き
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が
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円
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点
京
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よ
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周
辺
の
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川
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ま
た
は
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点
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理
工
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学
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通
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資
金
を
貸
与
し

有
為
の
人
材
の
薙
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を

目
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制
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．
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ま
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。
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